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1.生産力と妓術

(A) 生 産

われわれの(らしている社会では,EHllI生;E-にとって必要な誰々の

物肘やサービスが,-jJJではたえず使用し消音きれながら,他方では

たえず新しくつくり出されている,すなわち,消貴と生産とである.

経済学ではこの消丘の増を邪 十,生産の均を経営とよぷわけだが,

現在では,この両者は一般E=は分雄している.けれども.原始社会で

は,人間は自然の中から自分じしんや家族にとって直接に必要な物を

rjらの労働によってとり出し,生活のr削こあて て きた.これが ｢生

虚｣のもとのすがたなのである.やがて知力が進み欲望が複雑化する

につれて,人間は自然を利用しては々の物をつ(り出すよ うにな る

/那,その中から,①目前の消費用途にむけてただちに使いつくされる

ものと,①将来のために荷も守されるものとの区別があらわれてくる.

そして,縁者は,個人ないし社会にとっての ｢富｣としてた(わえら

れるのである.そのさい,財の形値についてみると,前者はいうまでも

なく消費財から構成される.後者も,元来はやはり消長財の昔硬をい

みする.しかし,やがて生産技J'15の進封 こ照応して,それLLi生産財の苗

硬-と転形する. (消せ肘が富田されると.この富雄を引き当てにし

て社会の労働力の一部を摘草肘生産から引きあげて専ら生産財の生塵

にふりむける余力が生ずる.それによって消光肘の蓄積のテンポは低



3

下するわけだが，その代わりに生産財の畜積が発生することとなる）．

　なお，この段階になると、各人が自らの消費秋望を直接にみたすた

め；こ労勧するという．lii純な関係も分解する．すなわち，分業（社会

的分業）が行なわれ，各人の労働の生産物は社会の中でモれを必要と

する部分へふりむけて使用されたり，消費されたりする（その意味で

労働は卓に個人のためのものでなく，社会全体のものに高められるわ

けである）．その過程で労働の成果が最終消費財の形をとらず，生産財

すなわろいわゆる中間生産物の形でたくわえられる．こうして社会に

生虜けが苛積されるにつれて，それを使用することによって生産は

は，人間が自然に直接に働らきかけていた段階よりもはるかに有効に

行なわ乳るようになる．すなわち，生産過程がこのような迂回的なプ

ロセスをとるにつれて「生産力」が上昇するわげである．こうして人

間は，以前に比べると同一量の労働で，より多くの欲望を満たしうる

ような物財やサービスを生産できるようになる．逆にいうと，一定の

欲望を満たすための労働力は（生の労働量と生産財に転形した労働の
　　　　　　　　　　　　　　て
量とを合計してみても），次第に少なくて足るようになってくるので

ある．

　以上のように生産の過程は，その本質（内実）にそくしていえぱ塾

社会に対して具体的な物財やサービス（ないし富）をつくり出す労働

過程だといえる．物財やサービスは，すなわち使用値値を意味するか

ら，簡単にいえば生産とは使用価値創出の過程にほかならない．（注1）．

　注1）　新古典派経済学にいう「効用」と，本来マルクス経済学の用晒の「使

　　用価値」とは前者はやや主観的個人的なニュアンスを，後者はやや客観

　　・的社会的ニニアンスを含んでいるが，筆者はほぼ同じ内容を含意すると

　　考えている．
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ところで,/Lt超が分課のもと.こ社会的生)_,riL:いうJEliJとji'ようにな

ると,社会の指分野で/J-1蔭と消門が円柵 こ行なわれるためには,各人
のつ(り出した生成物が有無相通することが必歩であり,その手段と

して財の交換が発生する.この局面になると財の伽伯は,個別的な使

用価llTEとは別の次元で,客祝的,社会的な文政価値 (市場価伯)とし

て把捉されざるをえなくなる.この普過的な価佃を具象化したものが

壬印字にはかならない.また,生虎過短に動員された価値の給体をさし

て,われわれは押木とよぷわけである.こうして資本制社会における

生産は,現象形値としてはまず普j削勺耶価たる資本から出発し,それ

が生産過程を通じてより大きli:価値に増殖して資本家 の手 に還流す

ち,といった外形をとることになる.すなわち,生虚とは,資本によ

る価値形成 (ないし相補)過程だといってよかろう.そこでは,外形

にあらわれた生産は,班用価仰の創出ではなく交換転借の創出を目的

とするわけである.

マルクスの提示した資本の循環責式G(煉幣)--'W(商品)-Jw′
(商品)-一C'(Ji5幣)において,I47･---'WJは労働過程を通じて財

の使用価値が創出されるという生産の内実を示し,G一斗G′はそれが

資本の増殖として現われる外形を示すものli:のである.そして,前者

の局面で貫徹するのは生産力ないし技術の論理であり,後者の局面で

耳徹するのは経済の論矧 こほかならない.後者の側面についての考案

は複にゆすり,しばらく前者の側面に視点をすえて,論を進めること

にしよう.
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　　　　　　　　　　〈ら1）　　些ヒ　　　産　　　プコ

　生産力とは，人間の具体的有川労仁力の使用価値創出の力能，と定義

される．いうまでもなく生産は労働過程を通じてはじめて遂行され

る．そのさい人間は，労働力をできるかぎり有効に使用してなるべく

多くの成果（すなわち使用仙値）を優｛早しようとするであろう．その

ような成果をえさせる力が生産力なのである．すなわち生産力とは、

本来，抽敦的な次元における力能（Potenz）をあらわす概念である．

そして，かかる力能を顕在化させる契機をなすのが技術にほかならな

い．

　さて，生産力は，次のような体系を具えるものである．

　1ア）生産過程において，生産力を発現させ向上させるように槻能し

ている諸要素は，大別して3つの範晴に整理することができよう．す

なわち，人間（あるいは1労働．一般）・資本装備および自然力である

　（この呼称はふつうに経済学の教科吾に掲げる生産の3要素すなわち

労働・上地・資本にほぼ照応する．しかし、上地という用語は自然カ

ー般よりも多少狭義に解せられる恨れがあるし，また，資本という呼

び名も物（すなわち使用価値）の生産の次元ではなく交換価値形成の

次元で捉えられる可能性があり，ともにあまり適切とはいえないよう

に思うので，あえて独自の呼び名を用いることにした．なお，資本装

備という用語も，ここでは資本制生産という体制とは無関係な概念と

して用いておく）．

　㈲　これら3要素は，具体的に労働過程において機能するにさいし

て，労働力・労働手段・労働対象という発現形態をとる．ところで，



　后　　1　生滞力と技衛

生疏力の発展に伴って，この3形態の中でも労働手段の比重が高まる

とともに，その内容もとみに複雑化する傾向にある．労働手段とは完

来，作業する人間の「手」の延畏としてその働きを助ける役割りを襲

たすもの，すなわち具体的には道具や機械を意味した，それは自然現

象の中で物理的現激がもっとも労働過程に編成しやすかったためと思

われる．しかし，やがて化学的現致や生物学的現象までも社会的生産

を担う労働過程として編成されてくるにつれて，人間の労働力が有効

に機能するための場，すなわち装置という形の労働手段の比重の高さ

が認識されるようになってきた．この点に着目して労働手段を2系列

に区分する場合，前者は筋骨的労働手段，後者は容器的労働手段と呼

びわけられる，

　経済学の教科薔ではふつう，〔イ）の側面に藩目しで3形態のことを生

産力の3要素と呼ぷことが多いように思われる．けれども筆者は，後

述する生産力の展開過程を正しく理解するためにも，⇔りの要素そのも

のと，〔イ）の発現形態とを区別して認識することが必要だ，と考えてい

る．

　なお，念のため上記の3要素と3形態との対応関係を次に示してお

こう．

　生産要素　人問　　費本装偏　　　 自鰭力

　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　i　　l　　　　　　l　I　　　　l
　発現形態　　労働力　　労働手段（筋骨的）　労働予段（容器的）　労働対象

　もっとも，労働過程を個々に観寮すると．いわゆる中間生産物（尭

行する労働過程の生産物）が原材料すなわち労働対象として生産に参

加すゐことが，むしろふつうである．けれども，生産ということを．
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その本源に湖って祉会的に総体として捉えるならば，1卜！間生産物を生

産要素の一項目として数えあげることは適当でない・牛産の基木的な

構造は，人間が生産過程総体の中から析出した諮積が資本装備に1転化

し，それによって自然力をいっそう有効にかつ高度に利用するように

働くことに存するのであるから．

　なお，労働力という観念の中には，個々の人間にとって固有の知的

エネルギーと，普遍的な物理的力としての作業エネルギー（肉体エネ

ルギー）との両者が含まれる．生産力の諮要素は，とうぜん統一され

賦活されることにより生産力として機能するわけだが，そのさい中枢

の位置を占めるのは，人間の知的エネルギーとしての労働力なのであ

る．

　ちなみに，生産性という概念について略述しておきたい．上述のよ

うに，生産力が抽象的力能を表わす概念なのに対して，生産性とは可

視的可測的なかたちでのその表象形態をさす概念である．すなわち，

労働生産性といえば，生産に投入された労働力の1単位当たりに測っ

た生産物（創出された使用価値）の量をさすわけである．

（C）　技 術

　技術とは，「生産」という目的のために人間が生産力の諸要素を具

体的な労働過程の場において機能すべく結合するその様式を意味し．

生産力発現の契機となるものである．

　ところで，各要素間のある結合様式が定漕するためには，それはと

うぜん人間の知悪によって認識把握されたなんらかの科学的法則が基

礎になければならない．



　呂　　1、生竜ノ」と抗術

　もちちん源始時代このかた，入｝1恥自然科学的賭法則を経験によ

って体得し，それに適応しかつそれを利用しながら生存のために行為

してきたわけであるが，その行為が単に本能的なものであり行為者自

身のためのものにとどまるかぎり，いまだ技術は成立しない．ある目

的とそのための行為との関係が行為者によって法則とし七明確に意識

され，さらに社会化（他人への伝達）を指向するとき，かかる行為体

系は技術として定瘤するのである．そのような見地から，たとえば武

谷三勇氏のようにミ技術とは科学的法則の生産的実践への意識的適用

であるモ（注）というふうに定義することができる．これは技婿の定義

としてはもっとも包括的な規定といえよう．

　ここに科学的法則とは，いうまでもなく客観化の可能な自然科学の

法則が中心で，それの実践へ適用されたものが生産技術なのである．

なお，近年の科学の進歩は，進んで人間の精神活動や心理についても

ある程度客観的法則性を検出しうるようになってきた．この毬の法則

性に基づいて，生産に携わる人朋の組織を効率的に運琶するための

「技術」がつくり出されるようになった，これが管理技術ないし「経

営技術」と呼ばれるものである，

　もっとも、武谷氏の定義には，別の狙いがあった．氏は広義の技術

の中で，本来の技術といわゆる技能とを峻別される．戦前の日本では

工業・農業を問わず，がいして職人的な技能が労働過程を支配してお

り，それが生産力拡充を阻害してきた．生産力の正常な発展を図るに

は，技能を本来の技術の段階に高めることが前提である．このように

武谷氏は講じた．ここに技能と技術との相異は，前者が経験法則の生

　注）武谷三男「技術論」（1946）「弁証法の庸問題」所収
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政的'Ji一指-の主軌 的迫川とフ'IL'赤さ31,-JLl)に対して.後者はその客観的

酒Fllと規フiIでき,JJ点にL拝する,したがって.押 掛よすぐれてT･'fl引1即＼

にlLq有のもので,そJ-)1:f過も.'TfEP.的IL教胃 ･訓純をiiBL',て行なうこと

が朋椎で,'rJ;弟制などを通 L:て先人の歩んだ'過程をめいめいに追体験

させるほかはない.そJ)もとではJ:t=.握力の急速fi:発軌 土望めないので

ある.これに対して1本光LrJ推称 ま..f:LL学的な故宵訓緒によ･'て宥易に

社会化されうる性質のもので.したがって先人の到達.串.の し:ニ新しい

改良JE井を行なって生産hi-前進させうる可能性は,托髄の場合に比

べて雅紀的lこ大きくなるわけである.

さて,武谷氏の技術の起尭づけは,人間の居相の帥 こ視点をすえる

反面.多分に包括的超歴t如 勺な規定だといえる.しかし.技術の内容

をなす生産力諸要素の托台様式は,とうぜん歴史の発展段階に応じて
ナ▼

相jTItしてくる.蝶始時代には.生の労働が自然に対 して働きかけるそ

の捕式が技荷の中心であった.けれども,生産力が発展して労働過程

における労働手段のウエイトが増し,かわその内筈が復姓化してくる

と,技術の内容は主として労働手段のあり方に対象化されるようにな

ち.ここに7'-ーリンr)による と技絹とはもろもろの労働手段の倖系

なりモという規定が麿喋をもってくる ìi/'.この定轟は,確かに社会

捻体としての見地から現在の拭械制生産の段階における技術の本質な

いし技術問題の中桟を衝いている.いわば具体的な社会発展の見地に

立ってなされた歴史的な規定であり,そのゆえに実践性をも具えた規

定だ.といえよう.

けれども.個々の生産過瞳におろして考えると,次に述べるように

注) 三拝博苫｢技術の雪･l≠｣1951)
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現II-:,D/J.･.[位ノコ党Il竜段間はさまざまであり.したがって石生仲井な.i:のj:

うに.fii触 r/小二はこの定超がそのままにあてはまらぬ局面も少なくな

い,さればといって.この克TGは/:!林柴には掴台しない,といってい
ちがいに拍ててしまうような態度にはffJ戎できない.われわれにとづ

て必歩なのは,琳こ'連荘再ために走苑することではなく,祖々の視1g

から下された定苑のrjl包する美技的忠発をみきわめて,臼己の掛百し

ている問由にE対すろ諸君'lをで:f.)すするLに役立たせること.なのである
から∫

(D) こじ此JJのJRi掴

!ji唾力発展の過態は,いわば人間の生産的実践の意欲の所 産 た る

｢技術｣と.･人間にとって外的lf在たる｢自然｣とが対圧され,前者が

次罪に後者を制御し人為的に再訂高してゆ(退転だ,と理解できよう.

このような技術のあり方からみて.われわれは生産力発展段階を次の

3つに区分 したい.

(11 自然力依存の投蕗

自然現象とりわけ動植物の生育といった自然の物究循環過程の中か

ら肘戎する礎用紙情を取得する.というかたちで生産が営なまれる康
勝である.この段階では,自然過振の所産は人間にとっては偶然的な

天恩 (天然物)なのであるが,人間はそれを素朴に享受するだけで.

自照ミ退転そのものを科学的に解明し,譜識 し直そうという努力はみら

れない.もちろん,厳密にいうと,自然過振のみによって使用価値が

別直されることはありえない.その所虜がただちに投終消兜肘になる

ことはまれで,それを人間に岱 垂するための労働 (搾取 ･加工等)が
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付加されてはじめて使用価値たりうるうけである、けれども，この紙

の作業労働の体系は，先行する自然過程によって強く制約されざるを

えない．白然1愚稚が生産過程の中枢にあってそれを規制する，という

意II｛こで，自然力依仔段階と呼ぷわけである．

　（2）　自然力統勘の段階

　技術が発達すると，生産（＝使川価値の∫1咄）は自然条伽二よる規

制を強く受けながらも，自然過程そのものへの全而的依存を脱し，人

間の知的能力によって自然過程の構成を経験的ないし科学的に分析解

明し，その結果を生産に反映せしめうるようになる．すなわち，人間

は所与の自然条件下でより多くの使用価値を汲み出すために，さまざ

まな労働を加えて自然過程のうちある部分は補強しある部分は抑制す

る．いわば自然力の補強馴致が労働過程の主内容をなすわけである．

　上述のように，人間の労働には，自然過程を解明し再編成し統轄管

理する知的エネルギーの集中（管理労働）と，個々の作業を遂行する

肉体エネルギーの巣中（作業労働）との両面があるが，自然力依存段

階から自然力制御段階へ進むにつれてとりわけ前者の意味が大きくな

ることはいうまでもない．ところで自然過程に対する制御再編が十全

に可能になるに伴って，管理労働と作業労働とは別個の人格に分離す

る可能性が強まるのであるが，制御再編が不十分にしか行なわれない

場合，換言すれば自然力依存段階を十分に脱していない場合にば，管

理労働と作業労働とはがいして未分化の状態にとどまる．動植物の生

育といった生物学的な物質循環過程の上に立つ農業や育林業の生産過

程では，後者のようなすがたが典型的に現われる，そこでは未知の機

作を多分に包含した自然過程に対して．その本質を害うことなく，し
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かもできるかぎり多くの使用価値を汲み出せるように，当面する具俸1

的な自然条件に応じて自然の抑制と自然への順応とのバランスをとり

ながら，働きかけることが必要とされるのである．

　（3）　資本装儲尭甫あ段階

　技術の発達は，一方では自然力を統御して，そこからより多くの便

川価値を吸収するために作業体系の再編高度化を指向するわけだが，

それと併行して，かかる体系を概成する個々の労働過程を遂行するに

さいしての人問の作業労働を．できるだけ労働手段によって装備し，作

業能率の向上を指両する．労働生産性の向上は，直接にはこの方向べ

の進歩によってはじめ七実現きれるわけである，もちろん，資本装備

の発連が自然の物質循環過程にまで影響を及ぼし，自然力のより高度

の利用吸収を可能ならしめる場合も少なくない（また逆にかかる物質

循環を破壇する場合もある）．ただし，技術発展の論理としては，自

無力を利用するための作業体系の骨格が確立して，そゐ基盤の上に立

って資本装備の開発が進行するわけである．

なお漬綴伽，いうまでもなく過去｝こおいて投下され’ ｽ労勧

（マルクスのいう死んだ労働）の蓄積にほかならない．そして，この

ような蓄績が増殖するみに対応して，それを裏づけにしゼますます嵩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロマァ度の資本装備が開発され活用されることになる．ところで，資本主義

経済体制は，労働力を含むあらゆる生産要素の商品化を特質とする．

が，その結果蓄積はもっぱら資本家の手もとで進められることにな

り，社会全体としての蓄横の資本装備への転換もきわめて効率的に展

開する．さらに，資本装備の充実は労働生産性の向上をもたらすが，

その成果は直接的にばす飛で資本家の手に帰して新たな蓄績となる、
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こめように労働生産性向Lを指向する技術は一・般に，蓄積＝資本装備

という形で対象化することによって，資本主義経済体制のもとで飛躍

的な発達をとげるのである．

　以上の考察をふまえてわれわれは．生産力拡大の方向を次図のよう

：：駕蹴生罐襯「爵li二1蚕亙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　サ　　　コ　　　　　　　　
率）の向上・いう形で実現されるも　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のである．なぜならば，それによっ　　　　　旦塾迦」

てはじめて，人間は限られた労働時間をもってより多くの使用価値を

創出できることになり，それはとりもなおさず生活福祉の向上につな

がるわけだから．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナマ　ところで，労働生産性の向上をもたらす基本要因は，人間の生の労

働力が資本装備によって補完・代置されることである．そして，資本

主義経済体制のもとでは，大量の資本を動風できる可能性を背景に

して生産単位が大規模化するのに照応して，投下資本のうち労働力の

雇用に向けられる部分（いわゆる可変資本）と資本装備の調達にむけ

られる部分（いわゆる不変資本）との比．すなわち資本の有機的構成

は次第に変化し，安本一単位当たりに測った生産物量は次第に増大す

るわけである．換言すれば，資本主義経済下で展開しつつある技術進

歩の法則を，同一時期に社会の各分野に存在する各種技術を対比する

という形に置きかえて静態的に把握したさいに，このような量的閲係

が器識されるわけで，これが報酬漸増の法則と呼ばれ，また大規模の

経済性と呼ばれるものにほかならない。

　けれども一方，生産力の発現は，生産の場を構成する自然環境によ
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ってつねに規制をうけるものTfある.もっとも,三二にいう白票烏刺 竜

とは.輩Jitや日光のように′='九七も撫制限に宰愛しうるようなものは

含ます,ある社会の技術水準のもとでは有限とみなされ,したがっ七

肘 也的占有の対束となるような自然九 を脚 長する,現在の段階では

Il:地などがその代表例であろう.

ところで,人rlJr]は所与-の環境下でできるだけ多くの使用肺伯を取得

するためには,かかる日蛮力を十分に利用吸収し,そこからの生産塵

を淵大させねばならない.すなわち,そこでは (もし自然力の内容が

可判的なものであれは)かかる自然力-仲仕当たりに測った生産物量

が指標となり,その増大が追求されるのである.かりに自然力を上地

で代演させると.この指標がいわゆる.1:地生産性にはかならない (腰

密はいうと生硬性という語は本来労働生産性の意味にだけ使用される

べきで,｣二地はそれ白棒が生産力の源泉なのではないから, ｢上地生

産性｣という表現はあるいは不適当かもしれない.それはあくまで屯

振制鴫な意味において ｢生産性｣なのである).

ところで.ある特定人が占有を油じて吸収 しうる自然力は有限であ

る.リカー ドの表現を借りると,自然は本来古浄なものである.人間

が労働を綬下して自然に内包する力を汲み出そうとする場合,妓下労

働量がふえるにつれて,追加労軌-Iii比当たりに測った生産物丑は漸

減する.これがいわゆる収穫逓減 (報酬漸減)の法則にはかならない.

弧述の報酬漸増法flIjが.人r7f]と深本荘棚との間の関係を律する技術珪

JlUであるのに対して,収穫逓減法則は,人間と自然力との関係を律す

る自然i圭則なのである.

なお･生産を律する自然碍蟻は,-1:来県特的朗 LJ的午ものであるか
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ら，特定の使用価値の生産に対するその規制ないし亘献の程度には，

とうぜん格差が存する．そこで，自然力の利用高度化を指向する技術

には，①相対的にすぐれた自然環境（優等地）の利用高度化を推し進

めるような性質のものと，⑨相対的に劣った自然環境（劣等地）を底

上げするような性質めものとがありうる．しかし，技術発展の論理に

肌ていうと泊然力の機作に関する角糊が趣につれて謹脚こ

比して劣等地ではいかなる条件が欠けているか具体的に明らかにな

り，その欠如した機能が資本装備の導入によ・て直接間接に補われる

ことになるわげである．したがって，自然力依存段階にあっては生産

の成果に強い影響を及ぼしてきた自然環境の格差も，自然力の統御が

進むにつれて克服され縮小する傾向をもつ．このように技術の進歩

は，いわば人為的自然（二次的自然）を造出することによって生産条

件の平準化を指向する．

　もっとも一方では，人間の使用価値体系は次第に変化する．一定の

使用価値体系のもとで技術進歩によ・て生産条働呼準化しても・使

用価値体系に変換が起こるとそれは平準化の役割りを果たさなくな

り，新たに優等地と劣等地との格付けが生ずるようになる．こうして

現実には，自然力の格差は，一方でば科学技術の発達＝人為的自然の

造出によって克服されながら，他方では絶えず形を変えて再生産され

る，という過程をくり返すのである．、



セ．林業生産力

（A）　林業の生産力柵造

　萌章では，生産力ないし技術の悔造二般を要約しで説明した．三め

章では，林業という具体的な個別産藁の場におろして，生産力の構造

について考察することにしよう．

　林業生産力の内容に立ち入るまえに，まず林業ないし林粟生産とい

う語の意味する鞘囲について，論じておかねばなるまい，さで，いう

までもなく社会の全生産過程を幾つかに類別すること忙よって「産業」

の概念が成り立つ．ところそその類別の根拠としては，大別すると，

①生産物たる商品ρ同一性ないし類似性によるか，②生産過程の生産

力（需技術）構造の特性に基づくか，の2つがあげられよう、けれど

も，一般の産菜分類法をみると，この基準に一貫性を矢く点が少なく

ない，たとえば，第一次産業と第二次産業との別は，生産過程がいお

ゆる有機的生産であるか無機的生産であるかによるとみられるが，こ

れに対して第二次産業と第三次産業との別は，生産される便用価値が

有形物か無形物がに基準をおく，というふうに．したがって，農産物の

場合なども，第一次産業に属するいわゆる土地生産の過程の上に，加

工（第二次産業）・配給（第三次産業）の労働過程ぷ加えられて，はじ

めて生産が完結するの竜ある，称産物についてもその通りである，

　そこで，林産物の代表例として木材をとりあげると，その全生産過
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　程は一・般に次のような継起的な労働過程に区分することができる．

　　極苗育成一・育　　林峠採　　取一・輪　　送一・製材加工一・配　　給

　　（芋～苗業）　（育鉢巣、　（伐出業）　（輸送業）　（暇材業、　（木材商業）

　　かかる横断的な分化にほぼ対応して，生産の担い手たる経営の掴当

分野も，細かく分化しているIDが実状である．また，これら諸労働過

程の技術的性洛はかなり異なっている．しかし，上記の産業分類の第

　1の基準に則って林業を「木材生産業」と規定するかぎり，林業なる

産業はこれらすべての労働過程を内包することになる．

　なお，この点に関連して，石渡貞雌氏の首唱にかかるいわゆる「二

範疇林業」の考え方（注）に若干ふれておかねばなるまい，市場（厳密

にいえぱ消費者の手もと）へもたらされる木材には，原生林を対象、

にした「採取」という労働過程のみによって産出されるもの（涙生林

材）と，育林・採取という継起的な労働過程を経て産出されるもの

　（育成林材）との2形態がある．木材の供給過程にはかかる異質的な

2つの生産方式がみられるわけで，前者の形態の木材供給過程を「採

取林業」，後者の形態のそれを「育成林業」とよぶ．　その技術的性格

は，前者は鉱山業に，後者は農業に類似する．木材生産業としての林

業に輌鷲含繋いう鰍で・「二範翻業」と称するわけである・

従来しばしば，「採取林業」は林業であるか否かが論議の対象になっ

てきたが，林業を木材生産業というふうに規定するかぎり，答えは明

白であろう．

　次に第2の生産力量技術構造としての産業概念からみる場台，われ

われは林業生産の範囲をどのように劃すべきであろうか．一般に第一

　注）　石渡貞雄「林業地代論」（1952）第3章
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次産業の生産力構造の特質は，法旋の上地生産薬たるごとに存ずる，

換言すれば，素地そのままの（または素地に近い状態にある）有機的

な自然力を容器的労働手段として労働過程が組み立てられていること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドコ　　　　　　コ　ノウである．そして，林業生産においで有機的な自然力に相当するのは，

森林（ないし林地）であり，森林が容露的労勘手段として機能するよ

うな労働過程こそが林業なめである．すなおち，労画手段のあb方力i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロコ　　　　　の林業を特徴づけるわけで，その意味で林業＝森林生産業と規定してよ

かろう．ちなみに，この場合の労働対象は，森林内の佃々の樹体（種

手，稚樹の状態をも含む）なのである．

　以一ドの林業生産力に関する論述では，混乱を蓬けるために，単に

「林業」といえ1ま森林生産業としての林業の意昧に理解していただき

たい．

　このようにみてくると，林業の労働過程は，森林という容器的労働

手段の力（林木の生育に作用する自然力）を借りながら，植栽・保育

などの形で労勧力を労働対象に向って定藩させ，かつそれが成熟した

段階において生産物として林内から回収する諸作業から，構成される

こととなる，すなわち卍林業生産とは，森林の雄持改良を通じて木材

という便用価値を取得する，という目的の下に統轄された諸作業の体

某だ，といってよい，

　とごろそ，かかる林業の労働過程は，そこに介在する投入財や産

出財（または用役）を結節点にして，つねにモの外延にある諸労働過

程と連結する関係にある．たとえば，森林内へ投入される苗木や機

械用役などは，それ自体妻苗ないし機械製作といった労働過程を経て

生産されたものである．他方林内から回収される木材は，それに輸送
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・加工の労働が加わってはじめて最終的な使用価値に成熟する．その

関係はたとえば次図のように表現することができるだろう．これら諸

　　　　　　x

　　匝亟1礪叢｝翻　　　㈱槻至㌃圃

　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　書告鑑ツ，働過程

労働過程の外延方向におけるどの点までを林業の艇囲に包含するかに

は，客観的基準は存しない．ただ常識的には，容器的労鋤手段として

の森林の委に直接影響を及ぼすごとき労働過程を林業に含めるのが妥

当であろう．その意味で，上述の継起的な木材生産労働過程のうちで

森林生産業としての林業の内実を具えた過程は，育林と採取の過程に

ほぼ相当する、とみてよかろう（採取とは具体的には伐採から山元土

場集積まで，輪送とはそれ以後消費者の手もとまでの過程として捉え

られる．採取と輪送とはしばしば同一の経営が担当しているが，輸送

はもはや森林そのものに影響するところはないから，それ自体を林業

生産の一一部分とはみなしえない）．これに対して，技術構造の性格から

いうと，種苗育成は農業の範暗に属するし，製材加工・輪送・配給は

それぞれ工業・交通業。商業に含まれることは，いうまでもない．

　なお，とうぜんながら，ここでは超体制的な生産組畿としての視点

から林業の概念規定を試みたわけである、資本制経済のもとで，林粟

の構造が育林過程よりもむしろ採取・輪送の過程を中心に展開してき
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たIlif･jfを,詔者は決して鰯視するものではない.石渡氏が ｢二範哨林
業｣を･設定した三とのfTt曲的怠損もまたこの点はかかわる.氏の恵t割

は.林菜の生成力椛道を究めることではなく,むしろ資本主荘経済の

全構造の･ljで林諾資本 (-木材生産資本)の仕1正づけを探求すること

にあった.この洩点に立脚して氏は,育成林柴たおける伐採弘樹の労

勘過瞳と採取休業とは,歴史的経過とし七は血豆画質の酎 こ(採取東

本)によって担当されてきたこと,さらに宵林過程の相当者がほとん

ど僧 本｣の内実を有しない現状のもi:でほ.木材生産の担い車のうち

もっとも資本らしい (産業資本に近い)野本は採取資本であるという

中丸 に注目されたのである.旧来の林学が宮林過程のみに視野を限

定して資本制生産の全構造-の関連を追求する志向をもたなかったの

に対して,氏がいわば開かれた由で林業の経済紙道を観照されたこと

は,高く評価される.しかし,二時唱林業の発想と林菜生産力の本党

の究明とは,おのずから論強の次元を異にする問題だといえよう.

なお従来,林学研究者の中には,林業生産の範囲を宮林に限定 して

捉える見解が多かった.近年における代表的な論者としては,たとえ

ば野村進行氏を挙げることができる.氏は ｢林業は,土地その他の自

然力を結推して長期間にわたって林木を育成する｣ところに本質的轄

散があり.したがって ｢粗枯- 伐採に伴う天然下観および肪芽をも

含む- から立木売却に至るまでの生産過短を内容とする｣と説明し

せおられ･5(i).

しかし,上架税明し七きたようL=.森林生産業としての林業の労働

過掛 こは.宮林のみでfL:Ji.採取をもとうせん包含させるべきであろ

揺) 野村進行 ｢柿薬技官権藤乍｣(1955)邦1革帯a厨
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う．野村氏のような理解が出てきた背後には，次のような事情が考え

られる．すな鰐職敵鮒牒法が一一琳F臓の斌にほとん

ど問定しており，かかる技術講造のもとでは．林地はともかく，森林

全体を容器的労働手段として位置づけるような認識のしかたがまだ定

着していず，．したがって伐採・集材の労働過程と，播種植苗および林

木育成の過程との間に，有機的な連関が乏しかった．またそれに対応

して，②育林・採取両過程を担当する経営が，育林業と伐出業とに分

化していることが多く，しかもその両者は後に述べるように経営とし

ての性格をかなり異にしているのである．しかしながら，経営がどう

分化しているかということは，生産力構造からみた林業の概念規定と

はまったく別個の問題なのであり，われわれはそれによつて事態を見

誤ってはならない．

　以上，林業生産の対象として木材だけを念頭において説明したが，

薪炭やきのこ類の生産においても，森林（または林地）を容器的労働

手段とする労働過程が主な内容をなす点で，木材生産と共通の性質を

有する，その意味で，林業の麗囲に包括して捉えられるのである．

　ところで，林業生産の過程は森林を容器的労働手段にするという点

で統轄された各個別作業（植苗・下刈・除間伐等）の「体系」として

構成されるわけだが，これら個々の作業の技術が一定のままであって

も，それらの組み立て方，すなわち施業体系のちがいが生産力の差を

もたらす．林業生産力をこの次元で把握したさいに，「森林生産力」

という表現をとることにしたい．比喩的にいえば「林業生産力jとは，

「森林生産力」と，個々の作業の実行過程における作業能率すなわち



　2註　2茜林業生産力

「労働生産力」と，の総合概念なめである．

　近年，しばしば川いられる「林力」という語は，この「森林生産

力」に相当し，農学における「地力」の概念に照応する．なお，ここ

に林力といい地力といっても，それは自然そのままのものではなく，人

曲に統御されることによっ七はじめて，生産に貢献する林業生産力の

一環として機能するわけである．1958年の国有林野経営規程の改正に

さいして，林野庁がうち出した考え方の中では，林業生産力を林力・

労働力・収益力の総合概念（収益力はいうまでもなく交換価値の次元

での概念であり，これを併列するのはまことに非論理的ではあるが）

と捉えているが，この意味でいちおう是認しえよう（ただしそのさい

に，もともと「質」的概念である「林力」を，ha当たり伐採量，　ha

当たり蓄積といった計測訂能量に簡肛にスライドさせていることは疑

問であり，立案者自身の混乱を示すものと考えられる．とくにha当

たり蓄積の大小は，「林力」の高低と照応する関係すら一般には認め

えないのであり，基準たりえないことは明らかであろう）‘注，．

（B）　林業生産力の展開方向

　次に，林業生産力の内実に立ちいって考察しよう．前章において，

生産力発展の一般的な動向について，自然力依存段階・自然力統御段

階・資本装備充用段階という3つの発展段階を劃しうることを述べ

た．ところで，林業の生産力ないし技術構造の現状は，いまだ自然

　注）1958年の国有林野経営規程改正にさいして，当時の林野庁の考え方を

　　解説した論稿は少なくないが，もっとも簡深に要約したものとして，た

　　とえば萩野敏雄「国有株経営合理化の基本方向」（「林業経済」100号）を
　　書無．．
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力依存段階を多く出ていない．たとえば，農業生塵技術に比較して

も，林業は樹木の自然の生命力に基づく生育という物質循環過程への

依存度が強くて，それを人為によって補強馴致するという内容ははる

かに少ない．まして，林業の作業体系内には，機械的労働手段として

の資本装備はまったく定着していない．そのような意味で，林菜の技

術水準はきわめて低位にある，といってさしつかえなかろう．

　したがって，林業技術の当面の展開方向としては，まず第一一に，森林

の生育環境を構成する自然の力を木材（またはその他の林産物）生産

のためにフルに利用吸収しうるような育成作業体系すなわち施業体系

を確立し，第二に，施業体系を構成する個〃の作業過程をできるかぎ

り機蔵化することだ，といえる．いうまでもなく，後者が労働生産性

向上ないし能率化の方向，前者が自然力利用高度化ないし集約化の方

向，である。

　さて，両者の関係を輪理的に位置づけると，施業体系をまず確立す

ることが先決であろう．けれども，他方労働力は，他の生産手段に比

べて林業と他産業との問の流動性が大きいので，個々の作業過程にお

いてはつねに他産業と均衡のとれた労働生産性水準の達成が要求され

る．その意味で，現実には，2つの方向の展開は同時に進行してゆか

ねばならなし㌔

　さて，2つの林業生産力展開方向の内容について，もう少し具体的

にみてゆこう，まず，労働生産性向上の方向だが，その内容はおおむ

ね，各租作業過程の機械化が中心となる．この点は他の産業における

生産技術一般ととくに異なうた内容はなさそうである．したがって，

ここでは細部に立ち入ることはしない．．



　セ4　　セ．殊業生産力

渉鵡燃力利鵬閲ヒの加にろいて述べる．ところで，このガ

向への林業生産力（＝森林生産力）の発展のあり方を整理してみる

と，次のように考えることができよう．森林生産力の基礎には，有機

的統一体としての森林を構成する各飯植物の生育の営みを通じて発現

する物質生産が存する．物質生産の内容は種々様々の植物体である．

かかる森林という、物質生産体系の中から，できるかぎり多くの使用

価値を獲得することぷ，林業生産にほかならない，そこで林業生産の

方向づけは，育林学的にいえぱ，①一定のi空間（ないし一定面祇の林

地）から一定期問内にえられる物質生産の量を増加させることと，②

その物質生産の内容において，使用価値の高いものの講成割合を高

め，その低いものの構成割合を低めるように変えてゆくことと，2つ

の面から成り立つわけである．この両者の実現をめざして，人間は森

林の自然的な物質生産の過程を労働過程として編成する．かかる労働

過程の編成がすなわち施業なのである．だから①，②の水準はとうぜ

ん施業のあり方によって規定される．

　自然力利用の高度化とは，施業の緻密化‘集緬化によって，①，②

2つの方向で一定面積の林地からの使用価値獲得量を増加させること

にほかならない．施業の中には，植林・保育・伐採など人間が森林に

対して働きかける各種の労働過程が含まれている．それらは，指向す

る’ ﾆころが主として①であるようなものと，主として⑨であるような

ものとに分けることができよう．もちろん現在の施業技術のうち，か

かる明確な方向性をもって実施されている労働過程はむしろまれだと

いった方がよさそうだが，今後の恋林生産力の発展を方向づけるうえ

での考え方として，両者を区別して認識しておぐことが，とくに必要
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だと思う．

　さて，葎林の所産たる使円価1直の量を，端的に収穫される木材の価

額（材積X鳴晒によ・・て代表させることにすれば，施業集約化σ）目標

は，単位面積当たりの年1‘均木材収極霊頁を増大させることだ，と言っ

てよい．ところで，f倒艇」木材収穫翫を規定するのは，①林木の生産

期間（伐期齢）と，②伐1馴更穫との2つの因子である．したがって，前

者をできるだけ短縮し，後者をできるだけ増大させることが，施業の

目標となる．そして，施業技術の中にも，主として生産期間の短縮を

指向するものと，主として伐期収穫の増大を指向するものとの2つの

種類がある．図を用いて説明すると，次のごとくである．

　図において，∴。曲線はよ

り集約な施業技術が導入され

る以前の収穫曲線（単位面積
葺たりの牧夜紘モ硯簸冷”重1

敷ヒLて墨鳳しを曲…睾ず，林
蛉1：高c唖て和め上に画，のち
　亀℃【コつ湾賦1≧とゐ）　Σ示、子
　．さて，任意の林齢に対応

する五。曲線上の点と原点0

とを結ぶ直線をひくと，その

直線の横軸に対する勾配が，

その林齢における年平均木材

促
期
町え

1曼

γ

o 　　　　　　　　xA∫・　M。　川1　採
　　　　　　　　齢

収穫額を表わすことになる．そこで五。曲線が表わすもとの施業技術

の場合に，年平均収穫額を最大にしようとすれば，0点から曲線に向

って切線をひき，その切点・P。の横座標（図の01風）に相当する林

齢を伐期齢としてえらべばよい，縦軸を材積に読み替えると，これが
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いわゆる材fIf収軌 Ii-L火の伐融dB.･二日目 する.さて.施英知･Tl'.jILによる

/l=,推力向 f二とは.Jif-:-lf':均収門のJli･)こ楓 すなわち 1_.ILh組のもとにお

ける_/_Po().1'(の正切)をより大き(するように,収軌地線の1.t比をも

たらすことを意味する.たとえば,収稚曲組が I_1dtl綿のような粒に

転化すると,そのもとでの年平均収椎の砧人絹は ∠J).OX(の正切)
で (た1さし PJは,0から I..曲線に向ってひいた切綿の切点), こ

C1lhL大領を与える伐期齢は OMlである.また,収穫軸組が L?曲線

のように転位すると,その場合のLF･平均収軒の慮大富点は ∠Pl(JX (の
正切)で (ただしPZは ()わら l_,曲掛 二向ってひいた切 線 の切

A).この起大額を与える伐,m齢はCJMZとなる.

このように,集約化が前者の方向をとる場合には,伐期齢は延長さ

れるが伐期収啓の増大がそれをカJ;-して余りあるL,,後者の場合に

は.伐期収種こそ減退するが伐期鵬の短椋がそれを補って余りあるわ

けである.

以上,施英雄的化を通 じての瀬林生産力向上方向の内容について述

べた.ところで,施薬体系のあり方は,それを棉成する個々の作兼の

実施のしかたを規制するような技術的rj.F,喋条件の如何によって問拝的

に大きな影啓を蒙るものである.これら)占T7.lS条件の丑僻されるとき集

約化はいっそう推進されるわけである.ところでここにいう技術的基確

の具体的内容としては.①育苗技術,㊤宮林緒作薬の内容を充実する

礎ための施肥 ･防鴇'i:どの技'1rTT,骨林氾開設技術.㊤木村加工利用柁

術などの項日があげられる.

さて,これら｡つの技術的瀕,･嘩条件についてみよう.まず①の分野

の進歩によってわれわれは,所与のjJL地条件のもとで選択しうる額沌
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・晶沌の帆を拡大しうる．また②の分野の悶発によって，生立した株

木の生育を促進馴致する、；持f乍業を，より叫玉約に実行できるようにな

る。すなわち森林状態の改良の可能性が大きくなる．

　次に，③森林内に作設された道路は，個々の作業を実施するに当た

って資材や労鋤力の投入および生産物の回収のさいに必要な輸送を容

易ならしめる，そして輸送力の増大は，施業体系の集約化を促進する

結果につながる．なお，①．②の方向では，閉発された諸技術をどの

ような施業体系に組み立てるか，は立地条件を勘案してきめ細かく工

夫すべきことであるが，③の林道謂（とくにその骨屠部分）の開設整

備は，採川される樹諏FF業強の如何にかかわらず，森外施業集約化の

基礎としてかなり普洞的に貢献しうるものである．すなわち林道は，

森林の自然のすがたに変容を加えて形成された二次的自然の一環だ

が，施業集約化の共通的な基礎をなすという意r崇で，われわれは林業

の生産基盤といえばまず第一に林道をとりあげるわけである。

　次に④の木材加工利用技術について．林業生産力という概念は，一

定の使用価値体系を考察の前提としている．したがって使用価値体系

の変化はとうぜん施業体系に影響を及ぼす．ところで，この変化は，

林菜の外部でいわば偶然的に発生するようなケースが多いのだが，時

には林業の立場からいわば意図的内生的に，森林の物質循環過程に基

づく生産のすがたに適応させる方向で，使用価値体系を変革するよう

な技術開発が試みられることがある，たとえば，低質材・小径木の用

途開発による木材利用の合理化を図ることは，その重要な内容といえ

る．木材利用合理化の実現によって，一定の林地からえられる使用価

値の量は増大する．すなわち；自然力利用高度化の方向への賠磁条件
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遭.rtiする役判をJjtたすのである.

(C) 林業生虎技術の特質

以上,柿発生威力の構造を蹟指して述べたが,ここでもう一度,現

:lfの/生産力投荷を庶映するような林菜の技術的特質を,とりまとめて

おきたい.

桝 まで,林業の労働過粗のうち,いわゆる育休過良と採取過態と

が技術構造として統一性を欠き,両過投の技術の発遇が践行状態にあ

ることが指摘される.その原跡 よ,木材生産の歴史的な発展経過に由

来すると考えられよう.人間が自然の中から木材をとり出そうとする

営みは.はじめはもっぱら森林の再生を念頭におかない原生林からの

伐出という姿をとったlそのため採取林業を基礎とした抜出技術の組 ■

織が先行的に出現し,また資本主#経済体制のもとではその担い手と

して伐出資本が形成されたわけである.その後,木材需要 が増大 し

て,木材生産の対象が虞生林から人工林へ重点を移行した綾も,伐出

という労勘過塩だけをとってみると,ほぼ類似した姿を里するので,

採取林業の遁礎の上に展開した伐出技術が育成林葉の採取過掛 こその

まま移植されていった.したがって,それは育成林業にとって内発的

なものでなく,育成過程の技術組抱との矛盾を畢むものである. 普

た,かかる外生的な伐出技術のあり方が,林業生産技術の正常な展由

を阻宮している面も大きい (論理的には,宮林技術の側からも,伐出

技術を変容させて自らに適応せしめようとする力が軌 ､てよいはすだ

那,宮林の劣勢産業的性格,換首すれば拝軍制生産へのな じみ に く
さ,のゆえに伐Hj技術を席引する力を強く発揮できるほどに牲本が成
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熟してこなかったのである､).

(イ) 林業I出座技術の1{:,FLは.Jili業Iと粥とIr;I掛こ,ノ書二物でErTu!の技術た

力に)iEづいて生育する.という)三1然cJ)物7て邦瑚過粒を根拠として,人
間がそれを.n2;;致統御することが桃幹なajである.施濃技術とは,かか

る!gJJ致統御の/ための諸作男の体系にはかならない.ところで膿柴とち

がって林某では,これら胴々の作準における労働力や資材の投入壁が

木材という使用価値の産出丑にどう結合するか,という因果関係が,

きわめて末男理かつ不分明である.いわば,この面での科学的認識が

慧]-fされていない.科学的認識を欠くところに,技術体系の確立する

こと̀はありえない.林業技術において科学的合理性追求の指向が乏 し

(慣習的なものに依拠する傾向が憩いのも,このような串鳩の反映だ

と思われる.ところで,一般に機械化による労働生産性の向上は,令

理的な技術体系の定着を魂礎においてはL:めて展開するものであるか

ら.･この意味でも林業では,積械化の正常な発展が国難な の であ る

(自然力の濁度利用を実現する方向で地業体系が確立し.その嫌成掴

子たる個々の作異部門で親格的 ･標準的な作業方式が定立してはじめ

て,摺城の導入が円軌 こ進展するわけである.現在の生産力段階にお

いてみると,農票ではおおむね,この規格化標準化が追求されるべき

段階に連しているが,林業はいまだその前の段膳たる技術体系の確立

が追求されねはならぬ状況にとどまっているといえる).

(I)) さらに鹿薫技術と林業技術の著しい差異は,次の点に存するて

農業技術は,がいしていえは植物体が個体として生育するのを管理統

御することに主眼がおかれている.そのために品使道抜 ･肥培 ･防除
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など，おおむね植物生理李に基礎をおいて技術体系が構成されている．

ところで，林業技術でも，農業と同じく林木生理学に基づく技術の朗

発ももちろん必妻君し，かう可能性も大きいと思われる．しかし他

方，布機的統一体としての森林の生産力は，林木を個体として管理す

る域を超えて，森林という集団の形で管理することによって，より干

全に発揮されるものなのである．そして，後者の基縫をなすのが森林

生態学である．森林施業にさいしては，農業の場合以上に両者の分野

のバランスのとれた技術の確立が必要であろう．けれども，森林生態

学研究は現在のところ法則の認識解明の域にあり，その方向への技術

体系の開発は，著しく遅れている（生理学的技術の面では，ある程度

農業の体系を模倣する形で技術体系を編成しえたが，生態学的技術の

面ではこのような模倣がきかなかった）．ここに林業生産力停滞の重

要な原因が存するように思われる．とくに今後，森林内における林木

相互間の関係や作用に関する生態学的な認識に基づいて，林業技術体

系を再編してゆくことが必要だろう．
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3・森林作業法

（A）　森林作業法の意義

　これまで説明したように，林業とは，森林という自然力の，植物体

の生育という形での物質生産の作用を，人間が馴致統御しながら，そこ

から使用儲値をとりだそうとする営み，にほかならない．隔
ｻして，そ

のための技術の体系，換言すれば森林を容器的労働手段として組成さ

れる使用価値（林産物）獲得の技術体系を，われわれは恋林施業とよ

ぷのである．なお，森林の所産たる便用価値には，有形のもの（各掻

林産物）と無形のもの（国土保安・厚生効果など）とがあり，前者の

中にも幹材・枝条・樹皮。樹実・きのこ・虫えいなどさまざまの内容

がみられる．施業の体系は，ふつうその特定種類の産物（すなわち主

産物）の痩得に目標をおいて組み立てられている．主産物として何を

指向するかは，もちろん生産者の意思によって決まるわけで，産物の

極類によって種々の施業が工夫されるはずである．しかし，一般に施

業技術がいちおう形をなしているのは，木材（薪炭，きのこ原木など

を合む）住産の場合だけだから，以下木材生産に焦点を絞って考察ナ

る．

　さて・森林施業の目的を木材の取得に阻定すると，施業の内容は①

生立した樹体のその後の生育に対する補強馴致（すなわち保育）と，

②樹体を再生させ森林構造を維持改良するための働きかけ（すなわち
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伐採史頭)との2つの過由た分けられる.府榊乍菓法とは,施菜技術

のうちの後者の側面を内'Gとする技術である.

先進林地 た禦 盲計 仏などで朋 した棚 技術では･とくにこ
の後昔に壷,a.ヵ癌 かれ,その住い什濃の歴史のうちに,次節に述べる

ように多様lJ:森林作非法が考案されてきた.というのは,これらの地

域は'jl候が冶椋で而盛も少な上 がいして脚･林立地環域が 酷薄 なの

Ii,木材収稗を永祝させるその前提として,森林の再生維持にはとく

に細心の注意が必要だったのである.これに対して,わが EElの場合

は,筑候が温哩で雨丑も多く,)JL地環蛸にJLiu.まれで疎林の維持造成は

111枚的容易であり,樹租選択の帽も大きかった.したがって,瀬林作共

沈への関心が押く,欧州伝来の手接も定落しにくかったわけである.

しかし,逆に経木や椎茸の攻合を排して有用桝7tf守るための地抑えi

下刈りなどの保育作業の必要性は苗かった.さらに,木材が古くから

外装材料に供せられて使用価佃の号音化が進んできた関係上,材の形覚

を塵視する傾向が著しく,いわゆる優良材をつくりあげるために,技

打ちや間伐について地域的にはかなり集的な枯葉の手法が工夫されて

いるiわが国も欧州措由とともに林業の先進国に属するといってよい

那,このように施某技術の発達の方向はまさに対照的であった.

次に,視点を転じて,伐採という行為の目的について考 えてみ よ

ラ.伐採の目的は,いうまでもなく第一轟的には林木の利用 (すなわ

ち使用価他の実現)ということ (利用伐拝)にある.しかし,伐採方

法のいかんは,残存する林木や林地に対して大きな影静を及ぼすもの

だから,この面から規制を受けざるをえない.すなわち伐採は,二蕪

的には森林の保育･東新の1=.め,という目的を_もつ.ところで.その
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中でも，残存林木の保育すなわち成長促進をめざす方向（保育伐採）

と，更新すなわち癒林状態の継持改良をめざす方向（更新伐採）とが

ある．除伐・間伐は保育伐採の役割を果たすものである．これに対し

て，更新伐採の面では，主伐の実施方法こそが施業技術のポイントを

なす．更新伐採の手法がすなわち森林作業法なのである．

　さて，林業者が伐採という行為を通じて森林更新の機能を促進する

ことを目的にしているか否かによって，われわれは森林作業の発展段

階を2つに区分することができる．これは，人間の森林に対する働き

かけが自然力依存段階から自然力統御段階へと推転してゆくその方向

性に，ほぼ照応するわけである．要約して述べよう（注）．

　（1）採取霞陛

　ここでは，林業者にとって林木の伐採と練林の更新とは断絶してい

る．伐採の目的は，単に直接伐採対魚になった林木を採取するだけ

か，または残存林木の保育にとどまる．さしあたり，除伐・間伐はし

ばらくおき，主伐のみについて述べてみよう．　　　　　’

　まず，木材需要が小さくかつ断片的で生立林木のうち特定のものし

か使用価値を有しないような段階では，とうぜん森林内から必要な林

木だけが抜き伐りされることになる（原始的択伐，一名なすび伐り），

しかし，木材需要がふえて林木のほとんどが使用価値を有するような

段階になると，もはや抜き伐りとはいえず，皆伐の形態に近づいてく

るだろう．さて，皆伐が行なわれればとうぜん，林地は無立木状態に

なる．そのさいかかる伐採跡地に，人間はどのように対処しようとす

　注）　この考え方は村尾行一民のシェーマ（村尾「育林の生産柵造」（1969）

　　　序童第1．節）に負うところが多い．
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るか考えてみよう，まず，蒋来伐採対象を外延的に拡大することにま

って必要なだけの木材を取得してゆけるような見通しがあれば，跡地

はそのまま放置されるだろう，自然環境に恵まれているときには，そ

こへ森林が再生するかもしれぬわけだが，再生の期待されるような自

然条件にあるか否かは，ここでは問題ではない．ところで，進んで木

材の需要が増大し，伐採圏の外延的な拡張が困難な事態になると，オi

材供給力を増すために，跡地に対して積極的な森林造成の措置がとら

れねばならぬことになる．その手法として，人工造林の技術が出現し

展開するのである．こめような人工造林は，いわば単なる採取として

の伐採が先行したあとから，事後処理的な役割を濱ずるものにほかな

らない．

　前章で指摘したように，わが国ではおおむね資本主残経済の段階に

入ってから森林の伐採が急速に進展した結果，伐出資本は森林施業に

対する関心を払わず，結果として皆伐方式に傾きがちであり，更新と

はもっぱらその跡地へ人工的に有用樹租を仕立てることだ，というふ

うに意識されてきた．その結果，一面では林種転換・拡大造林という

形で，有用樹種からなる生産力の高い森林が急速に造域されたわけで

あり，そのメリットは高《評価されねぱなるまい．しかし他面，①よ

り多くの使用価値を獲得しようとするあまり，造林樹種の選定に無理

を生じやすく，また②森林状態を持統させることへの配慮が乏しく，

そのため林地がしばしば露出して地力の減耗を生じやすい，といっだ

欠陥を伴うことが多い．昭和30年以降の国有林をはじめとする増伐の

過程で，この弊害が切実な問題として現われてきた．わが国の茄業技

術もようやく，保育技術とともに，轟林作業法にも積極的な関心を払・
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うことが要望される段階になったように思われる．

　なお，いわゆる二範疇林業論は，まさにかかる採取段階における人

問の森林に対する姿勢を前提にして，原生林（再生の意図せられざる

森林）と育成林（無立木地に造成され，またその伐採後は反復造成が

期待されている森林）との位置づけを論じたものだ，といえよう。

　（2）森林生産力培養段階

　この段階では，林木の伐採と森林更新との関係について科学的認識

がゆきとどき，伐採にさいしては，林木採取という面での使用価値の

獲得を多少犠牲にしても，森林生産力を維持培費する必要性というこ

とがつねに念頭におかれている．いわば，育林過程と採取過程とはも

はや相互独立的な過程ではなく，林業生産過程として統一的に理解さ

れねばならぬこととなる．

　ところで，森稗生産力培養の目的は，一方では年平均木材収穫量が

大きく（収穫の増大），他方では諸害に対する抵抗力の強い（収穫の安

定）森林構造（すなわち林相）に導くことだ，といえる．そして，と

りわけ収穫の安定という面では，自然の植生遷移に基づく森林構造を

急激に破壊するのでなく，それを能うかぎり馴致する，といった考え

方で施業してゆくことが必要である，育林学の現在の水準のもとで

は，そのための指針として，可能なかぎり①各樹毬間の適当な混交状

態を鮭持すること，②多様な林齢構成を維持すること，③たえず林地

の被覆状態を縫持すること，などの要件を列挙することができる．

　さて，このような指針に則って森林を取り扱ってゆこうとすれば，

森林はかなり長い年数をかけて更新するのが適当であり、したがって

おおむね天然下種によって更新を期待すろことができる．こうして，、
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　含白　3．凋柴痢乍業法　　　　　　　　　　　　　　　　　・

天然更新の手法によっ七森林の維持改良を進めているのが，欧洲の秣

巣先進国に一般的な施業のすがたなのである．

　しかし，森林生産力培養の手法は，何も天然更新にかぎるわけでは

ない．現状ではγ森林の生態に関する科学的認識に基づいて量的な函

数関係を確定しうるほどに育林技術が体系化していない，したがって，

どの程度人為を加える余地があり，またその程度は自然環境によって

どう影堺されるか｝にろいてほとんど指針を素しえない状態にある．

けれどもう将来この分野の科学知識の開発が進むならば，収穫安定の

ための諸要件を維持しながら，天然更新を人工造林によって補強し代

替することを通じて，自然力の高度利用を体現した森林構造への誘導

のテンポを速くし，木材収穫を増進させることが可能になるだろう．

この方向こそ，林業生産力における自然力依存段階から自然力統御段

階への発展の正常な姿であろう．これに対して，採敢段階を前提にお

いた人工造林は，いわば歪められた生産力発展の途を辿ったものとい

える．もちろん，森林生産力培喪段階のもとで人工造林技術が展開し

てゆくさいに，採取段階のもとで先行的に形成された施業体系が，技

術の基礎としそ重要な役割りを果たすものではあろうけれども．

　なお，森林生産力培養段階のもとでは，右渡氏が設定されたような

二範瞬林業の考え方は成立しない．ここでは，伐採はすべて（たとえ

砦伐の形式をとる場合でも），跡地における森林の再生を念頭におい

てなされる．その意味で，いわば育成林業という一範昭だけしか定立

しえないのである．モしてそのうち，森林の更新に人為を加えること

の比較的少ないものに対して採取的林業，比較的多いものに対して育

成萌林業というみうに相対的な区分をするにとどまることとなる．た

噛
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とえは,鈷木尚夫氏による林業柘昭の柁え方は,~その代表的なものと

いえる(町

(B) 森林作業法の種類

顧休作発注とは,要するに,森林生産力すなわち,容器的労働手段

としての夜林の木材生産の力能を維持増進させることを目ざして,坐

物学的基礎に立脚する森林の生産技術的組織を構築するその手法,で

ある.その中枝をなすのは,伐採-要所の手法にはかならない.

ところで,森林ゐ技術的組孤の内答I二は,①森林を構成する各啓林

1I相互間の場所的配位,㊤林分内部における各捜林木相互間の嶺所的

配乱 の三つの面がある.附者を林分配樫,後者を林型とよぶことに

する,また,ここに各唖林分ないし各組林木といったが,それには㊦

-Fi一肘龍から律成される場合と.①同一甜筏の異齢林木から構成される

場合とがある.

森林の組織は.①および㊤と面および①とを租み合わせた41っの局

面において掘えられる.もっとも㊦の摘種構成の望ましい状態は,不

要な樹粗を適宜に伐採し.必要な概観を保育して望ましい混交状態に

導(ことによって達成されるわけで,林分ないし林木の伐採-貫薪古

安全かつ容易ならしめるといった目的とは直接の関係はない.したが

って,森林作菓法としてEi,一般に,いちおう(むの意味での森林の技

術的組織の構築を金環において体系化されるわけである,

さて,森林作薬注の体系を盤理するにさいして.われわれは上配の

(鍾)鈴木尚夫 ｢林業における利潤と地代｣(｢il･薫撞済｣125号)｢杵集にお
ける地代理溝の考寮｣(北大演習林報告22号1号)など
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①，②の『2つの基準からみてゆくごとができる（なお，いかなる林分

配置ないし林型を構築するか，という．ことは，換言すればある森林内

部において林分を，またある林分内において林木を伐採する順序，、す

なわち伐採量の時間的配分と表裏の関係をなすわけである）．　それぞ

れの基準に照らして，作業法は次のように分類される．

　0つ　林分内の林木のあり方に関しては，更新期間（全林木の更新に

要する年数）と期間内における伐採量の配分状況を基準にすえて，皆

伐作業・漸伐作藁6択伐作業などに区分される，林型との関係をいえ

ぱ，いうまでもなく皆伐作業は一一斉林型，漸伐作業は一斉林型に近い

不斉林型，択伐作業はもっとも完全な不斉林型（すなわち択伐林型）

をもたらす．

　1イ｝森林内の林労ゐあり方に関しては，まず伐採面（ないし更新

面）の大小に着目して大面積作業と小面積作業とに大別され，後者は

さらに，伐採面の形状によって群試作業。帯状作業に区分される．な

お，伐採面が極端に小さくなると，林分というよりむしろ単木を対象

にして取り扱われることになる．この場合には，形状による区分はも

　　　　　　　　　　　　　ドコ　　はや意味を失ってしまう，すなわち，単木作業である．

　2つの基準の組み合わせによって，各種の作業法’一業

齢が具現するわけである。ただしそのさい，比衰的大歯積車位の作

業にあっては，更新期間の長短が森林維持改良の効果た大きな影響を

及ぼすのに反して，伐採面の形状いかんは比較的関係が薄い．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　これに対して，小面積単位の作業の場合には，伐採面が小さいか

ら，林地が裸出しても森林の雌持改良に悪影響を蒙ることが割合に少

ない．むしろ伐採面の形状・配列が重要である．それは，一つには暴
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風や林地乾燥などの自然的危害に対して森林を保護するため，二つに

は労働力や資材を投入して各輯の保育作粟を行なったり林木を伐出し

たりするさいの利便のため，という両面から考慮されねばならない．

　以下，中村賢太郎氏（注〉に従って作業法の分類を紹介しておく．

　1．大而積作業……大面租の林分を一様に伐採更新する方法であ

る．したがって一斉林ないしそれに近い林型をもった大面積単位の林

分ができる．

　A）皆伐作業一林分を一時に伐採する方法．したがって更新は一

時点において完了し，一斉林が生立する．後継樹は人工造林の方法で

育成されることが多い．

　B）漸伐作業一更新期間はふつう10～30年で，その間数回にあた

って伐採をくり返す．そこでおもに天然下種による更新を意図して伐

採が組み立てられる．すなわちまず結実年の前数ケ年にわたって1～

3回にわたり予備伐を行なう．それは，林木を一部伐除することによ

って林地を種子の着床に適した状態に導くと同時に，下種伐のさいに

林分が急激に疎開して危害を受けるのを予め防止する意味をもつ．つ

ぎに結実年に林分の大部分を伐採すると，税子は着床して稚樹が一斉

に生立する．これが下種伐である。そのさい若干の林木を伐り残し，

その分は稚胡の生育状況を考慮しながら，数回にわたり伐採する，こ

れを後伐という，なお下種伐のときに伐り残す林木は，ふつう材積に

して20～30男に達するが，それが10男未満になるような作業法を，と

くに母樹作業と称する．

　π．小面積作棄……森林を小面積の林分に分けて，伐採更新を行な

　荘）　中村暇太鴎「蔽林作業法」（195の参照
　一　　　　　　　　　　辱　　　　　、　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ



　如　　3．漸躰作業法

う．したがって，森林全体としては多様な林齢の林分にようて構成さ

れることになる．

　㈹　一林分の更新期間が比較的短く，成林したさいに一斉林または

それに近い林型になるもの・

　　①　群状作業……森林内で伐採面が群状に設定される．

　　の　孔伐作業……伐採更新は皆伐作業の手法による．人工造罧に

　よる更薪に適する．伐採面は2～5アールが適当といわれる．

　　b）割伐作業…晶伐採更新は漸伐作業の手法にまる．伐採面は5

　アール程度が適当といわれる。

　　働　番涙作業……森林内で伐採面が帯状に設定される．群状作業

　に比寂し℃，伐採順序を秩序づけるのに好都合である．なお伐採面

　の帯の幅は，ふつう樹高の琴倍内外が適するといわれる．

　　a）　皆伐帯状作業鵡・・伐採更新は皆伐作業の手法にまる．

　　b）漸伐帯状作業……伐採更新は漸伐作業の手法による．

　㈲　一林分の更新期間が著しく長く，成林したときの林齢が異齢不

整林となるもの．

　　（1）群状作業

　　〔2）帯状作業

　　ただし更新期間が畏くて，林木の生産期間（伐期齢）に近づく

　ほど」こなり、かつその期間全体にわたって伐採がほぼ均等に分布す

　るような作業法がとられると，やがて森林を構成する林分のどれを

　とっても，つねに相似した異齢不整林のすがたを現出する．この場

　合にはもはや，林分相互間の関係を考えて作業することの意味は稀

　薄になり，おもに個々の林木の形状や林内での位置を考えて伐採す
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　ることが重要になってくる．換言すれば．．林分’li位の作業でなく単

　木を対象とする作業の色彩力：濃くなζ．

　1皿．単木作業…一・・択伐作業ノ’1これに照応する．すなわち胤木を対象

として伐採を行なう．したが・・て森林の状態1え，つねに稚樹から成無

した林木までを包含する典型的な異錦ト剤4こΨ1（択伐林型）を講成す

る。

　なお，林分単位の作業にあっては，伐採時期をきめるのに一林分全

体の成長状況（それはとうぜん個々刎‡木の成長状況を平均したもの

である）を判断のおもな基準とする．そして，その時期は，林齢とか

かわらしめて表示することができる．かかる林分の伐採時期を示す林

齢のことを，われわれは伐期齢と称する（漸伐作稟のもとでは林分

内には多少樹齢を異にする林木が含まれることになるが，林齢にやや

幅をもたせれば，伐期齢という概念をほぼあてはめることができる）．

これに対して単木作業の場合は，個々の林木の成長状況を判断のおも

な基革にするわけだが，それはおおまかには樹齢と密接な関係にある

とはいえ，個体間にかなりの偏差が存するから，伐採の適期にあるか

どうかを樹齢にかかわらせて指示することは不適当なのである．この

ような意味で，しばしば択伐作業においては伐期齢が存在しない、と

いうふうに説明されるわけである．

　さて，択伐作粟には，①林地をつねに森林の生育に好適の状態に保

持し，⑨詰害に対する抵抗力の強い林型を形成させるうえ，③燦林空

間を樂約的合理的に利用できるので林分の平均成長量が大きくかつ良

質の木材がえられる，といった長所がある．しかし他方，単木ごとの作

業なので，綿密な作業管理を要し，また林道などの施設費をも多く要
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する．本来ならば択伐作業では，森林の全面にわたって毎年伐採更新

の手を加えねばならぬおけだが，かかる作業実施上の煩雑さを軽減す

るために，実際には森林を幾つかに区劃して，伐採個所を年々移動さ

せてゆく方注をとるのがふつうである．そのさいある区劃について，

伐採の行なわれた年から次回に伐採の行なわれる年までの間隔を．回

帰年という．たとえば森林が2π個に区曲され，毎年そのうちπ個の区

副の伐採がなされるものとすれば（ただし加はπの倍数），回婦年は

刎”年となる．字義謹りの択伐作藁のもとでは，回帰年は1年にな

るわけである．

　要するに択伐作業は，森林に内包された（木材生産めための）自然

力を最高度に利用するうえに，もっとも適切な作業方法だといえる．
　　　　　　　　繭7か　　で1：
それにもかかわら　，　　の技術体系としてはあまb採択されていな

い．それは一言でいえば，林業技衛がまだ自然力統御の段階として深

化定着していないためであるが，きらに具体的にいうと，次の諸点に

要約できよう．

　0り　択伐作業の施業体系，すなわち各種の林内作業労働の組み合せ

方などを標準化することが困難で，施業実行者の技能的資質に頼るこ

とが多い．したがって，急速な技術普及が望めない．

　㈹　皆伐作業を行なう林業者は，実際上は森林を容器的労働手段と

して認識するまでに至らず，単に労働対象たる単木の集積という捉え

方にとどまっているが，森林生態系から切り離して単木として捉える

かぎり，林木の成熟過程をフォローして投入産出関係を見掛け上明ら

かにすることはかえって容易である．しかし，択伐作業では，いわば



43

容器的労働手段としての森林の命ずるところに従って収穫することに

本質があるわけだから，労費の投入と収穫量の増減とを直結しては捉

えにくい．そこで労費を投入する立場からみると，成果の見通しが不

確実で採用を踏躇する結畢になりやすい．

　㈲　これと関連して，皆伐作業では林業者の財産備蓄的性向に応じ

て伐採時期を伸結することが簡単である．しかし択伐作業では，個々

の林木は容器的労働手段としての森林の中へ有機的に位置づけられ

る，という関係になるから，この種の調節が利かない．

’

：』＿曜



4．保続原則

　　　　　　　　　（A）　保続原則め意義

　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ゴ　第2，3章で述尺たように，林業生産の目標は要するに，所与の林

地面積から一定期間にできるだけ多くの便用価値量を，最も能率的に

取得すること，換言すれば，自然力の最高度利用を造求しながら同時

に労働生産性の向上をも目ざすこと，である．

　ところで，伝統的な森林経理学にあっては，林業の指導原則として

生産性原則・収益性原則・厚生原則・保続原則などが列挙されてい

る（注）．このうち収益性原則は，商品価値の形成を前提においた個別

経営の行動準則であり，一方生産性原則は，使用価値生産の次元での

準則で，両者は次元を異にする．収益性については後に述べ喬さ℃

生産性の指向ということは，生産活動におげる合理性の迫求という，

各産業に共通する一般原則にほかならい．厚生原則・保絞原則は本来

ならば生産性原則の含意の一環として位置づけられるはずのものであ

る．それが森林経理学教科書でとくに「原則」として掲げられている

のは，林業生産の主体たる林業者の現実の盗のもとでは，森林の厚生

機能や収穫保縦がともすれば侵されやすい危険があること、の反映に

ほかならない．と二ろで，このような状況がみられるのは，一一方では現

実の林業の社会経済的な性格に起因するが，他方森林に関する科学的

　注）　たとえば腰島信太郎「査林経理精義」（1954）
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解明が不十分なために，森林の発揮する各態の使月1価値の中には商晶

価値として対象化されるに至っていない分野が多いこと，も原因して

いるだろう。

　深林の国土保安機能や厚生機能（いわゆる無形的効用）にはとりわけ

かかる性格が測享である．ゆえに、交換価値を退求する私経済の立場

からは，商品化の可能性をもついわゆる有形的効用の優得だけを目ざ

して生産技術の体系をつくりあげることになり，そのため無形的効用

の方は閑却され破壊されがちである．これが「厚生原則」が唱道され

るようになったゆえんなのである．しかし，　「厚生」という使用価値

に対してなんらかの形で量的な測定基準を見出せる程度にまで科学的

解明が進まないかぎり，「原則」は単なるスローガンに終わり，’人間

活動の行動準則としての役割りは果たしえない．いわば行為者の主観

的判断のみに依拠する「注意事項」の域を出ることはで．きないのでは

なかろうか．

　次に，木材の産出を主目標とする林業を念頭において，「保続原則」

が強調されるゆえんを考えてみよう，林業の生産過程のなかで，労働

対象は個々の林木であるが，それはまた一方，容器的労働手段たる森

林の構成要素の一つでもある．すなわち林木は，生育の過程では森林

と台体して，形態的に両者を見分けることがむずかしい．したがって

収穫にさいして、ともすれば労働対象部分の回収にとどまらず，それ

・に付随して森林生産力の基盤たる労働手段部分の侵蝕破壊をもたらす

惧れがある．そして、いったん侵蝕破壊が起こると，その復旧には森

林の自動的な回覆機能に倹たねばならないから，著しい長年月を要す

る．モのうえ，林業者はがいして近代的経営体（＝産業資本）として

し
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自らを確立し維持しようとする指向に乏い ､から.この面からも労戚

手段は.蝕のfE険に歯止めがかかりにくい.保抗原HLjの班EJ]はかかる森

頼,i=.鹿力破輝の枯陵に鯛える思惟をもつ.

さ七,保抗原nljもまた,17B灘貯木以後の経済社会では生産性原則に

対する一つの注膚事項の位旺づけにとどまるわけだが,歴史的にあと

づけると,もともとそれは産業群本の形成以前の時期に唱え出された

ものである.その時胤 二は.操縦の･jf現こそが森林経理の目的だとさ

れてきた.官房学的体堤を多分に残 した伝統的な森林経理学で,1-W

原則が生産性原則と並ぶ枢要な原111Jとして仕艦づけちれてし.tるゆえん

である.もっとも,資本制社会の産業活動の展開の中lで,保統原則と

生産性原llIJとの比重はとうぜん変化してきたし.また一方 では ｢保

統｣の概念そのものれ 時代とともにある粒度変質してきた.この点

の推移をみると.次のごとくである.

(1)材帝収蜂の保捷 (または木材供給の保統)

一定面梢の森林を前技として.そこから揮得される木材の量が将来

にわたっIt年々均等になること,を意味する.これが ｢保枕｣概念の

本来の内容である.そして材報収fE'の保銃を実現するための森林取り

扱いの手法が,森林経理の核心をなす収預統制なのである.

さt,このように生産の成果たる木材の産出量そのものを直掛 こ弗

制対象とする考え方は,次のような由来による(if･),森林経盛挙は元

来,18世紀のドイツにおいて封題韻主や♯族の家政のための実学 (育

注ll保枕の思想を核心とする蕪H:桂理思想の歴史的展開l'=ついては.東田
過失 ｢['イツ林菜経営学史｣Lこ】962),小沢今朝方｢ドイツ森林撞官吏｣
(1968)を奉照のこと.以Tの論述も両氏にAうところが争い･
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房学）として体系づけられたものであった．当時商品経済はいまだ広

汎な基礎をもたず，小商品生産者としての農民経営の自立的発展はな

く，領主経営が僻立していた．さらに，領主の家政は，領主の私経済

であると同時に，家臣団を扶獲する公経済という性格を併有してい

た．したがって，その維持のためにはどうしても継続的な収入の確保

が必要とされる．そして，当時の生産力段階では，森林は農地（農奴

の夫役労働に依存する）と並んでその主たる収入源だりた，このよう

な背景の下に，森林を毎年ほぼ同量の木材を産出するように取り扱う

こと，すなわち材積収穫そのものの保続，が至上命令だったのであ

る．

　かがる森林経理の伝統に基づいて，19世紀前半に活踵した林学の鼻

祖たち，ハルティッヒ・コッタ・フンデスハーゲンらはいずれも，保

続原則の意味を一義的に材積収穫の保続というふうに解していた，

　ただし，その後商品経済が拡大発展して経営単位ごとに木材供給を

継続させるという要請が稀薄になり，一方農民の経営が自立して，貨

幣価値で表わされる収益の最大（すなわち私経済的合理性）を意識的に

迫求するようになる．そして，現実の森林の取り扱いにさいして保統

の要請と収益の追求とが矛盾するヶ一スもしばしば生じてきた．この

ような新しい情勢に対応して，保統概念もかなり幅広く拡大解釈され

る傾向がでてくる．たとえばユーダイヒは，木材生産の行為がある程

度持続的になされておれば，収穫そのものは間断的であ。ても保続の

要件は充足されている，と説いた（すなわち木材生産の保続）．（勘こ

の解釈は，19世紀後半に一時興隆した施業思想，すなわち，収穫の保続

　注）　　　 judei凸欄Die　 ■Fors電ejnrich電ungb，　　（1871幽　）
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よりも作業の簡便性（経費の節識による収益増大を期待する）を重視

して皆伐方式に依拠しよう，という考え方に妥協したものといえ1る．

ユーダイヒの所説は保続の遵守を隅ってこそいるが，その内容はかな

りルーズなものであり，そのことは結局、本来の材積収穫保続という

思想がしだいに存立の根拠を喪ってきたことを示すものにほかならな

い．

　（2）　森林生産力の保続

　施業の対象たる森林は，一般に林齢を異にするさまざまの林分の集

合体である．ところで，材穂収穫保続ということをそめまま機械的た

解釈すると，（ユーダイヒ流の拡張解釈の場台を含めて）森林と林分

との関係はまったく算術的なものとみなしてさしつかえない．すなわ

ち，保続を実現するには各林分の齢級分布だけを考慮して伐採も更新

を按配すればよく，齢級を異にする林分の場所的配置ということを考

慮する必要はない（わが国で徳川時代に若干の蕎の直営林で実施され

た輪伐法は，おおむねかかる性格のものだったと思われる）．けれど

も，前章で述べたように，作業が大面積単位になされる場合はともか

く，小面積作業のもとでは，林分相互間の場所的配置が，森林全体と

しての危害に対する抵抗性の強弱，すなわち収穫の安定不安定に重要

な関係をもつ．かかる林分配置の生産力的意義は，欧洲の林業先進国

では比較的早くから認識されており，したがって，収穫保統と森林の

継持改良という両面を調和させることを目途として数多くの施業法

（すなわち森林経理）が考案されてきたのである．とくに，面積平分

法以後の収穫統制法にあっては，そのような配虚のあとが顕著であ

戸’
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　もっとも．この段階では，林分の内部構造と森林生産力との関係を

体系づけるだけの科学的認識がまだ十分には整つていなかった．けれ

ども，19世紀後半になって造林学に顕著な発達がみられ，森林に対し

ても生物学的自然法則の解明が進み，この面から林業の生産力的基礎

が次第に構築されてきた．そして、森林をめぐる自然力を最高度に利

用させるような林分構造（林型）を実現したうえで，そのような生産

力構造を永続させることをもって，保続原則の内容とする見解が現わ

れてきた・これが麟生産加職とし’わ描考筋である・代ラ

ーの恒続林思想は，その典型といえよう．（注）

　ところで一方，19世紀後半は，産業全俸からみると機械制エ業を中

軸とする資本主轟的経賞（庫業資本）の開花期に当たる．その中から，

経営を一つの統一体と把逞して，その維持永続を目ざすという新たな

原理が拍頭してきた．すなわち，ゴーイング・コンサーンとしての認

識である．かかる経営はt本来はいうまでもなく各種の人的・物的エ

ネルギーが有機的に組織された総体の意味である．もっとも，具体的

な指導原則としては，経営は資本という可測的な量の形に対象化され

る．すなわち，生産技術の核心たる労働手段の結合を，少なくともそ

の価値的表象たる資本の形で厳格に維持してゆくことが要求される

（これが会計学における資本維持の原則である）．森林生産力保統の主

張は，具体的な木材収穫量に拘泥することなく生産力という総体的な

力能を保続の対象にすえたという点で，資本主義経済社会一般の経営

思想が林棄へ反映したのだ，と理解できる赤もしれない．しかし，西

．注）A・Mdl1・・つ・r　D・…w・1dg・dmk・’1　q922）平田酷訳「恒続林

　　　思想」（亘93わ　　　　　・
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欧諸国でもわが国でも，林業者はそこまで資本象的体質を員えてはい

鷺論諜鵡鍵鱒家ご讐筆鑑見誓難

恒続林思想のように，むしろ「思想」「哲判の域にとどまって，正
　　　　　　　らじ　に
しい実践的槻能を発揮するに至らなかったのである．

　ともあれ現在なお，保銃という用語ば、一般には材積収穫の保統の

意味に理解されている．われわれもしばらくこの定義に従っそおくこ

とにしよう．

（B）法　正　林

　法正林とは．材棟収穫の保統を厳格に実現しうるような内容を具え

た恋林のことである．もっとも，査林経理学で辟，①材稜収穫を持読

するために機械的に各齢級（または齢階〉の林分を集積することだけ

謙』霧驚鄭驚窪鵬膿叢灘繍隷撒

を整えること，をも併せて法正林の2つの要件としている．一般に龍

者を法正齢殺分酪の要件，後考を法正林分配置の要件，r ﾆ称する（注〉

　さて法正林という織念を設定することの意義はどこにあるのか．換

言すれば，保続という抽象的次元の源則を、さらに法正林という具象

的なものとして提示せねばならぬ理由は何なのか，それは，法正林の

　注）　かか呑法正扶態にある森林の保有する蓄積を法正蓄稜，その森林の実

　　現する年成長量｛年職穫量に一i翫する）を法正成長量という．1日来の牽

　　排経理学ではがいして法正蓄積磁証成畏童とも怯正林の要件として列

　　紀しているが．これらは注出韓襟分配・法正林牙配置の蜜現に伴って結

　　果的に奨生するものであO，要件として掲げる・ことは妥当でなかろう．
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婿念が元来官房学的体質の濃い19世紀前半の林学者たち，　（フンデス

ハー Qン・ハイヤーら）によって樹立されたことに起因する．彼らに

とっては，法正林Norrnalwaldとはそのまま規範（Norm）としての

森林構造と考えられたのである．規範とは，現実の多様なすがたの森

林を誘導する目標点にほかならない．それゆえ，目標のすがたは，と

くに具象的に表示しなければならなかったのである．．さらに，その規

範は，実現可能なものでなければいけない．その意味で，森林経理学

の教科謹nまたとえば法正齢級分配。法正蓄積・法正成艮量などの公式

を示すのに，齢階でなく，もともと施業実務上の概念たる齢級を単位

にす秀わけであろう．また1現実林を法正林に導くための誘導の手順

が重要な問題とみなされ，それがさまざまな収穫統制の手法の考察に

つながるねけでもある．けれども，このような規範としての理解は，

近代科学の認識方法とはかなり異質的だといえよう．近代科学の立場

からは，法正林を単に林業経営の蓄積構造・資産撰造を分析するさい

の一つのモデルというふうに理解するだけで十分ではないだろうか

（なお，第二の要件たる林分配置の法正化による海林生産力の維持と

いうことは，森林作業法の分野に包摂できるのではあるまいか）．

（C）　保続原則に関する批判的諸見解

　㎝に述べたように，19世紀初頭ドイツで発祥した森林経理学では，

本来経當単位ごとの年々の材積収穫の均等．という意味で保続を唱え

た．しかし，それがドイツ林学において実践的に意味をもったのは，

資本主義以前の，消費の面でも生産力の面でもダイナミックな変革の

予想されない停滞的な社会であった．商品経済の拡大発展の中で，経
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営の立場から厳格な材積収穫の保続を図る必要性は次第に薄れ，それ

に伴って，保続原則はたてまえとして堅持されながらも，「保続」なる

概念の内容が徐々にスライドする傾向があらわれてきた．
わが国の場合にも，鮒纏鵜、凋治中期にプ。シ。蝿凱さ

れて以来，とくに林業の指導的地位を占める国有林の経営に指針を与

えるという重要な役創りを担った。そして，その中心思想たる保続原

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
則は、国有林の経営計画（施業案）作成にさいして，いわば金科玉条

とみなされてきたのである．けれども戦後，かかる保続原則の遵守と

いう国有林の姿勢に対して，鋭い批判が生ずることになった．その契

機として，次の諸事情を挙げることがでぎよう．

　⇔り戦時中禁圧されていた経済学をはじめとする諸社会科学が一時

に開花興隆し，その中で，古い辣林経理学に固有の官房学的体質を卑’

服して，新しく林業経済学を樹立しようとする動向が生じた．

　㈲　土地改革によって農山村の封建性を払拭することは，戦後の農

政の最大の課題であった，農業経済学の分野では，アカデミズムもか

なり然心にこの問題にとりくんだが，林学アカデミズムではそのよう

な積極性に乏しかった．このことが林学，とくにその中枢をなす森林

経理学に対する批判を招くことになった．

　㈲　さらに戦災の復興とそれにつづく経済発展により，木材需要水

準は高まり，しかもそれは年々増加の趨勢を示した．したがって，国

内林業の中に大きなシェアをもつ国有林としては，経済成長の見通し

なしに保統を主張することは許されなくなった．

　こうして林業経営の指針としても，旧来の保続原則に代わって，産

業一般に共通する「生産力」の原理を主張する声が高まってきたので
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ある.

まず,甲斐原一朗fJtは.森小路理学には経営規模論･址-約度論など
が欠け,したがって近代的な経営行動の準則たりうるような埋設がな

いことを指摘された.ついで,,弔.岬辿克氏は,林紫経常も資本主薙経

済社会の一項として存することを強調し.労働生産性の追求の立場を

堅持すべきことを主張された.これら持氏の立論には,閃くべきとこ

ろが多く,聾者もおおむね異論はないは 1).けれども両氏の経理 学批

判は,多分に林菜経済研究7'ロ,,'-の面でなされたものといえる.こ

れに対 し,国有林経営の当局者としてあえて保税原則および森林経理

学に武い批判をせげかけ,それだけに実践的に大きな影野を与えたの

は小沢今朝芳氏であった.氏の所論は1958年の国有林野経営親韓の改

正に理論的基碑を与えたわけである(ZE2).以下,小沢氏の所買削こつい

て若干検討･してみよう.

戦野のわが国でもすでに木材消狩増大の庄力はあったが.それはお

おむね植民地林薫の開発と木材噛人によって吸収され 辛うじて保枕

の形態が維持できたと考えられる.ところが戦後は,木材茄要が急増し

てもはやそのようなクツシヲンを祭った結果,需要の圧力はそのまま

国内の森林一般にふりかかってきた.1955年頃には需給のアンバラン

スは頂点に達 し,バルブ産業をはじめとする木材嘩用資本の個から供

給力の増強が強く要望された.かかる供給垂の増大は,①短期的には

注1) 甲斐庸一用 ｢柿其造営論入Tll｣上菅 (1954)お1び盟JZl過失 ｢林薬生
産力為｣(1960),なお黒田氏の帝王削こついての筆舌の見掛土.拙耕 ｢♯
某生産力の社告について｣(瀬林計庇研究会用78号)奮原

注2) 小沢今朝方｢EE有梓経官計画の構想｣(林鼻嘩済P2号)｢森林計画と国

有林経常打点の展望｣(林菜技術174即｢:ヨ再拝経営計画詮を撲って｣
(森林計画研究会仲43.44号)など
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奥地の未開発原生林を対敦とする採取生睦の展開によって，②また長

期的には森林構造の改良，唐林生産力の向上を通じて，達成されるわけ

である．ところが，従来の施業案ないし森林計画は，⑦編成当時の森

林の状態をがいして固定的に捉えて伐採の指針（その中心は標準伐採

量の決定である）を樹立しており，④したがって採取生産の対象たる

べき性格をもつ原生林をも，育成林と同様に擬制して伐採量を決めて

きた．森林計1画は外部条件の変化に対して，はなはだ非弾力的であっ

たといえる．こうして施業案体系の変革，保続原則の緩和ないし廃棄

の強い要騎が生ずることになった．とりわけ，国有林は民有林に比ぺ

て，単位面積当たりの木材産出量が低かったので，それに対する批判

も重なって，かかる改革の要請を真正面に受けとめねばならなかっ

た，こうして1956年から先述の国有林経営合理化の指針が樹立され，

経営規程改正の作業が進あられたのである．

　さて，この合理化の差本方向は，①需要を中心とした経営計画を樹

立する，②この計画を逆行するため「生産力原則」をス．ローガンとし

て生産力の充実を図る，という点に集約することができる．

　このうち第二点の「生産力」の概念については，すでに第2章｛B）で

関説したので再述しない．ここでは，保続原則と関連して，第一点の

需要中心の経営計画という指針について検討し，その意嚢を考えてみ

たい．

　げ｝従来の施業案は，上述のごとく，生産力発展の可能性に関して

は固定的・停滞的な視点に立って，材積収穫の保統を図りうるように

伐採量を決定した．そこでは需要の動向ということが考慮される余地

はない．あえて需給という考え方をもちこむならば，木材の供給をぺ
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一スにして，需要をそれに合わせることになる．これに対して，需要

の動向を中心にして生産計画を樹てるという綿寛は，確かによりいっ

そう経済合理的である．また事実，合理化指針に基づいてこの方向が

推進されたことが契機になって，国右林内報で林業技術の改良＝生産

力発展への主体的努力が触発されたのであり，この点のメリットは評

価せねばなるまい．

　（イ）しかし指針を，需要量を前提において供給量をそれに合致させ』

るのだ，というふうに厳密に数量的に解釈すると，需要量の変化に対

応する供給量の調整に大きなタイムラグが伴う，という問題にとうぜ

んつき当たる．とくにこの調整を森林樗造の改良を通じて実施しよう

とすれば，遠い将来に亘っての木材需要に関する確実な予測が樹たな

ければ不可能である．ところが，林木の生産期間に相当するような長

期間を視野に入れ，霜要の動向を見通した上で，経営の指針として全

幅の信頼をおけるような数字をはじき出すことは，ほとんど不可能と

いえる．とすれば，結局，需要に合わせて生産計画を樹てる，という

ことが実藏的意味をもつのは，原生林の採取生産の場合だけになって

しまう．合理化指針に対して，当時すでに，国右林は業界の増伐要請

に屈服して成長量以上に伐るはめになりたのを正当化しようとしてい

るにすぎないのだ，という根強い批判がみられたが，論理的にもこの

ような批判の生ずる根炎があったわけである，

　㈲　けれども筆者は，指針へめ批判の根拠としてむしろつぎの点を

強調したい．指針では，まず木材霜要を固定的なものと（あるいは木

材生産の側からみて外生的な要因のみに基づいて変化するものと）認

識し，それを計画棚ヰの出発点にす冬ている一けれども商品経済の禄
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会では，商品はすべて，それと代替関係にある諸財との間で，市場に

おけるシニアをさまざまの形で競い合っている，木材も例外ではな

い．木材鰯要は決して外生的にのみ規定されるものではない．生産流

通の各過程における林業者の主体的な努力にようて木材供給量が増大

するとともに，木材市場の拡大，使用価値体系の変革をもたらす可能

性もきわめて大きいのである．したがって，国有林の場合も，基本的

な指針としては，生産力の増強とともにそれに対応する使用価値の開

発を進める，という方向づけを設定することが妥当であろう．経営計

画の前提として需要の枠を嵌めなければ市場での贈給調節が不可能だ

という理由は決してないし，実践的にはそれによってかえって林業隼

産力の正常な展開を歪めかねない危険をも含むのではないだろうか．

　需要を中心とする経営計画という指針は，㈲のような視点に立って

こそ正しく批判することが可能なのである．これをωの次元で「儒要

に基づく生産計画樹立はとうぜん」という形でうけとめれば，もはや

真の批判への緒口は断たれてレまう．当時合理化指針をめぐって，政

策担当者を代表して保統原則の糧和（具体的には保統単位の「経営

区」から「経営計画区」への拡大）を主張する小沢氏と，一方当時の林

学アカデミズムの正統派の立場から保続原則を重視する嶺一三氏ら，

との間で一見はなぱなしい詮戦がくりひろげられた（注）．しかし批判

者たる顧氏はついに，切の次元を踏み出されなかった．その結果，指

針の意図するような経営計画を樹てる手法において，保続原則という

　注）　小沢氏については前掲論稿のほか「夜林経理学と国有林経営計画」

　　　（林業投術178号）．説氏については「森林経理学は無用となったか」

　　　‘擁典技術1ア7号）「嫌林経理学の任務」（林彙葺術坦O号♪



甲

たてまえの残ることが繋法的に有効であるか有#であるか,というい

わば第二段階の問題が競論の主腐となり,水掛け論のまま自然休職Q}

形で清音してしまった.そして学界に,対論の項罪を十分走者せしめ

えずに終わったので奉る､



5．林業の資本装備
’

（A）　林業における資木装備の意義

　林業の本質は前述したように，森林という自然力の物質生産，すな

わち殖物体の生育という過程を，人間が馴致統御する暫みのことであ

る．そこでは，森林は容器的労働手段として場所的に固定しており，

そこへ苗木や肥料・薬剤などの労働対象と，機械などの筋骨的労働手

段によって多少とも武装された人間労働力，とが結合して投入される，

という関係があらわれる．したがって，林業生産力の発現に対しては

次の3つの要素が関係していることがわかる．すなわち，①森林それ

自体の構成，②投入要素の構成，③投入要素を蘇林内に定着させるた

めの伝達＝輸送手段である．以下，それぞれについて説明しよう．

　1力　森林は，元来人為の加わらない自然力モのものであった．しか

し，現在では原始的な自然がそのままに保たれている森林はほとんど

なく，人間の目的意思に従って，天然更新であれ人工造林であれ，な

んらかの森林施業が加えられた結果，大なり小なり改造されている．

すなわち，人為的改良の結果二次的自然が形成されている場合がほと

んどである．この場合，所与の土地条件と投入要索の内容，および投

入のしかたに関する所与の技術体系のもとで，森林の物質生産の機能

とその生産物の使用価値とを調和させながら，最大限の使用価値量を

実現すること，さらに敷術すれば，できるだけ多くの投入要素（労働力
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・労働対象）を有効に堂けいれ，その結果として」に位而積からできる

だけ多くの使用価値を平均して獲得できるような森林状態をつくり出

すこと，が森林改造の目標なのである．この見地から，それぞれの林

地で，地力を最高度に利用し，かつ維持しうるような樹種・作業強が

選択される．その選択の手法が先述の森林作業法にほかならない．と

ころで，これら最適の樹租・作業穂の森林をつくりあげるのには，一

般になんらかの労費を必要とする．この意味で，森林構成の改良は．

森林の自然状態の上に人間労働力が沈下固定することを意味し，広義

における資本装備の一環とみなしえよう．ただ一般の用法では，資本

装備という語はがいして無機的労働手段の意味に使用されるから，こ

こでもひとまずその慣用に従っておく．

　㈲　投入要索の内容は，①労働対象，②労働力および労働手段とに

大別することができる．ところで一一般には，①と②との問にば，いわ

ゆる技術的代替関係が乏しい．そこで以下，労働力と労働手段との関

係について考祭してみよう．

　一般に生産力発展の過程においては，労働力は，労働手段たる機械

器具によって次第に置き換えられてゆく．ところで，この置換がもた

らす劾果には2つの方向が認められる，まず，①機械器具重用的な技

術体系は，労働力重用的な技術体系に比べて，同一の生産効果をもた

らすのに（機械器具という形で沈下固定された過去の労働一いわゆ

る死んだ労働を積算してもなお）必要な労働力が節約される．すなわ

ち労働生産性を向上させる．これが労働手段導入の本来の狙いである

ことは，いうまでもない．けれども，②労働力が労働対象を帯同しな

がら容器的労働手段たる森林に投入されるさいの，その働きかけ方



60　　4．林業の資本装’畑

〆

は，労働手段による労働力の武装が進んでいる場合と，その装備の覇

度の低い場合とで相異することが多い．装備の進展は，理論的には，森

林に内包される自然力のより高度な利用吸収を妨げる場合と，それを

促進する場合とがありうる．機械器具の導入にさいしては，一般に作

業過程の標準化が薗提となるから，その意味で自然力の高度利用が多

少とも帳牲にされる傾向はつねに存するわけである．けれども時とし

て，機械の導入が人間の自然カへの働きかけ方を質的に転換させ，自

然力利用の高度化に結びつくことがある、（たとえば耕うん機の導入に

より深耕が可能になる場合など）．この場合にはしばしば後者の力が

前者の力を上廻り，差し引きしてなおかつ自然力高度利用という結果

をもたらすことも多い．資本装備の導入の結果として，労働力と労働

手段の比率が変わる場合には，このように2つの相反する効果が絡ん

でくることを注意しておきたい．

　㈲　さて，広嚢の資本装備の一環たる森林の場所と，投入要索たる

苗木。肥料・労働力などの所在，および生産物たる木材の消費地点の

3つは，ふつうそれぞれ異なった場所にある．もちろん，林業以外の

産業においても，同様の事情はみられる．けれども，工業生産の場合

には工場などの固定設備をどこに設置するかはかなりの自由度をもっ

てきめられるし，農業生産の場合には，資本装備たる土地は移動させ

えないが，投入要素の所在や生産物の消費地と圃場との距離はがいし

てあまり還くない．したがって，工業や農業の場合に比べて，林業生

産ではとりわけ，各租の生産要素を空間的に結集するための輪送手段

のあり方が，生産力の発現に大きな影響を与えるのである．

　さて．輸…き手段の改良にはとうぜん資本装備の充用を伴うが，それ

「
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けます, 軸付和fIiJ当たりにより多くの投入要素を森林-接近させ,(森

林の樹沌 ･作発話の改変と相煉って)それを受容することによって森

林JF_塵力を措める.一方,この改良によって,埴1iL期間当たりにより

多くの生産物を森林内から哨控地点-向って移動させることが可能と

なるが,その結果宮林面においては,森林hl他面も等当たりの生産壁を

より増大させるような技術の採用を可能ならしめる条件がうまれる.

すなわち略述手段改良のための資本設伯は.(ア)の威林の改良の場合と

同様に,もっぱら自然力利用高度化の方向に稚能する.その悪味でや

はり,輸送手段は林業生産にと.･'て重要な生産基盤なのである.

なおここに輸送手段とは,詳しくいうと.輯遠路と.その上を通行す

る車Fd-等の聴荷手段と,二組類の生産手段を組み合せて捷成される.

したがって,噂速力の発展には,車両等の改良高性能化および職遠路

体系 (道路網)の整備という二面が存する,前者は樽送1.ネルギーを

直接高度化するわけで,輪送という労働過程の労働生産性の向上を指

向する.後者は,そのようなエネルギーによって装博された人間が森

林へ接近することを容易ならしめる機能を果たす.すなわち,自然力

利用帯皮化の方向につながる.この意味で,とりわけ道路網丑健とい

う形の狂本装備が.柿葺生産における草わめて重要な生産基盤の役削

りを果たすわけである.

以下州 ･(刊のそれぞれにつき.節を疎めIC_考寮を填めよう.

(B) 林発生蚤と粍披化

林業生産にあっては･人間の労働力を労働手段によって世換するた

めの稚輔の導入ははなはだおくれており,まf=その導入を阻害するよ
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うな婁rJ日が争い.と一浪にいわれている.

そこではじめに,林業生嬉桔術Iri;系において悔ほのr;E'有性が薄いこ

とのfl9.由を嫡記してみよう.

け) 拝菜生産にあっては,爆述のごとく托術すなわち施業の作系が

十分に確立していない.林業は植物体の白地的なJii宵にJl-礎 をおい

て,その成長のために自然力を湖掛 こ吸収利用しようとする生産過捜

であるが,かかる自然的過程を･Jbt介とする投入と産出七の間に,いま

だ政道的因果関係が定立されるまでになっていない.いわば;4学的根

掛 こ基づいた描ぎなき抜荷体系の樹立が閃姓なわけである.-柑 こ生

産過程内へ織輔が走者するための節操として,①生産を連行する過程

で必要な各組作業の体系が確立したうえで,◎その個々の作業過短を

部分的に故合修正して標準作業という形に再韻する,という二段陣が

なければならない.標準化は上述のごとく,論哩的には自然力高安利

用の方l句を多少とも犠牲にする偵向を伴うが,僅楯の導入のためには

どうしても必要な条件なのである.ところで.農業技術の場合には,

機械化の問題としてしばしは論せられるものは,おおむね後者のカテ

ゴリーの問題である.これに対して林業では,全般にはまだ施菓技術

体系の確立という前者のカテゴリーの繰返/I;未解決なのである.ここ

に林業の隈持化が走者しない根本的な原田を指摘しえよう.

(イ1林業の諸作業の中には,その必要度が科学的に解明されぬまま

慣習的･lTJ:性的に実行されているものが少なくないが,木材の取得とい

う雑業生産の目的に照らして不可欠であることの明らかな作業につい

てみても,その桟械化にはER界がみられる.伐採樺山の作黄や地iII-え

の作業はその例である.すなわち,それらの作業の喝は山地であり,也
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形・土質が擾雑で，大規模・高能率の機械の導入の前提になるような

大幅な作業標準化の可能性に乏しい．したがって，そこへ大型機械を

導入しても，労働能率向上の点でも自然力高度利用という点でも効果

をあまり発揮しえない．むしろかかる機械用役を森林内へ送達するた

めの労賃が著増して，かえってマイナスになることが多い．そのため

林業機械が現場へ定着する条件として，しばしば小型で可搬性の高い

ことが要求されるのである．

　さて，機械化が正常に，換言すれば自然力高度利用を実現するよう

な技術体系と矛盾することなしに展開するためには，虫産過程の側に

おける内発的な生産力拡大の衝動が契機とならねばならない，ことは

いうまでもない．林莱ではこのような衝動がきわめて弱いわけであ

る．けれども，現実には，むしろ外生的な要因によって機械化が促進

される場合も少なくない．林業は林業生産力の論理のみに基づいてい

わば真空状態の中で展開するのでなく，生産物市場や生産要素市場を

通じて他産業と連繋しており，他産業の生産性（具体的には生産費）

の変動によって需要価格や供給価格に影醤を盟るものであるから．そ

のさい，生産技術体系が確立定着していれば，かかる外生的・便宜的

な機械化の進行を合理的な限界内にチニックする力も強く働くはずだ

が，林業ではそのような力はあまり強くない．ここにかえって，盲目

的に機械化が進められる危険が存するのである．

　㈲　採取林業と育成林業とが併存しながら市場への木材供給に携わ

っている場合，前者においては森林生産ヵの再生維持を考瞳する必要

がないので，伐出能率それ自体が高まるように比較的大規模な機械を
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導入することができる．後者の場台には，生産技術体系そのものの論

理からいえぱ，この種の大垂伐採機械は入りえないはずである．した

がって，前者の方が労働能率が高く，それゆえ市場への供給価椿もが

いして低く’なる．すなわち，育成林業は本来，産出材の価格競争力に

おいて採取林業より不利な立場にある，そこで育成林業がこの劣位か

ら免れるために，たとえ自然力を永続的に高度に利用するという立場

からみて多少の矛盾を冒してでも，採取林業で用いられる伐出機械を

そのまま伐出過程へ導入するような傾向がみられる．前述のように，

育成林業においても皆伐作業の方式が優勢を占めるゆえんである，

　｛イ）林業生産過程へ投入される諸生産要素のうちで，労働力は産業

間の流動性がもっとも著しい要素である．したがって，林業労働と他

産業（とりわけ工業）の労働との間でも，作業の強度および労働報酬

の大きさという点で，ある程度均衝がとれていなくてはならない。と

ころが，工業では一般に生産力の発達が顕著で，機械による作業労働

の武装は急テンポで強化されるから，林業でも労働力をひきとめよう

とすれば，個々の作業を見掛けだけでも機械化してゆかざるをえない

事情が生ずる．さらに，槻械化は労働力を節約し労働生産性を向上さ

せるという効果をもつから，機械化のおくれは労働生産性ひいては労

働報酬をいつまでも低く据えおくこととなり，この面からも，自然力

高度利用の方向を犠牲にしても機械化を強行するような要館が出てく

るのである．近年，都市における労働力需要の急増が契機になって，

山討でも労働力の流動性がにわかに高まり，そのため林業の各種作業

の機械化の試みが盛んになってきたが，機械化は作業ごとにぱらぱら

に進めるのでなぐ，前録となる施業体系の締一性を瑛壊しないよう
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に調整してゆくことが望まれる．

　　　　　　　　　（C）　林道の性格と機能

　鉢業生産において，投入要楽と生産物との翰送路の役購を果たすの

力琳道である．そこで、まず林道の撮能の考寮に入るにさきだって，

輸送路一般の機能の認識のしかたについて整理しておこう，それには

次のような2つの見方がある，

　励　まず第一・に，ある特定の翰送路についてみれば，モれほ特憲の

物資（ないし用役）を生産者の手もと（生瞳地）からその消費煮の手

もと．（消費地）まで幡送するのを容易ならしめる役割りを果たすわけ

である．輸送路としての道路の開設や改修は，その資本撲下の負担を

別にすれば，輸送コストを砥準さ綾ゑこ、とにより両端に位置する生産

者・消費者の両方に利蕪をもたらす，すなわち，生産者に戦しては生

産物販売利益の壇木1消喪者に対しては鞠資取得轡格の敷下，という

形で好影響をもたらすのセある，

　的　第二に，ある拡がワをもった地域窒問をとってみると。その内

部ではさまざまな生産財噺消費財（ないし用役）が無鐘迎線（髄覇）

を描いて交錨流動している，ここでは輔送のため4、資本豪轍お特定

物資のために特定期間姻・必要聴緬毒の触忘鋤・る交鋤働

を円滑ならしめる撫めの固定的な輪遇降体景、すなわち主産畢盤とし

てめ道路網，の彩をζ轟．ある地域内で道路網が開毅整嬉されると・

輸遊コストは一般的に低下し，各種生産麹くす蘭ねも地域外への賎麺

物資）をそれ晋れの賊売拠点馬集中す轟こと瀕容易になる・そ愚蘇

㈱の場でヤと同様に，地域蹴腔産都鞍環売判益は上昇し・恕馳壌
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外の消費者の購人価格は多少とも下幣しうる。なお，それだけでな　・

．く，生産資材や働力の巣中が容易になることによって，これまで地域

内の各地点に散在していた生産」li位がどこか一ケ所に合一し，それに

よって生産規模を拡大し生産コストをひきさげる，という効果が併ぜ

発生することも重要である．その結果，生産者群の販売利益はいっそ

う増大し，地域外消費者の購入価格は低下する可能性が生ずる．

　以上2つの見方を，かりに地点間の道路問題と地域内の道路問題と

いうふうに呼びわけてもよかろう．がいしていえぱ，生産技術の発展

が幼弱な資本主義経済の初期，すなわち商人資本の段階では，特定種，

類の産物を効率的に輸送するという1力の次元の効果を主に狙って道路

が開設される．けれども，資本主義経済が深化し機櫨制生産が発達し

て大規模生産の右利性が顕著に現われるような段階，すなわち産業資

本の段階になると，道路開設の目的も機動的な輔送力の充実によって
　　　　　　1
地域内の総体的な経済活動水準を高める，という㈲の効果にウェイト

が置かれるようになる．

　なお‘カの次元での道路開設が，その両端に位i置する生産者と消費者

とにどのように寄与するか，もう少しみておこう．まず，一般的な効

果としては，一方の消費者に対しては財貨や用役を安く供給すること，

他方の生産者に対しては輸送費の節約によって手もとに残る余剰を増1

大させることである．しかし，現実にはがいして，消費地は扇の要，

生産地は扇の末のように位置づけられていることが多い．すなわち，

生産地側からみると，出荷先としてただ一つの消費市場にしか繋がり

ていないが，消費地側としては幾つかの産地からの集荷が可能だ，と

いラ関係になゲく恥るこ．とが多い．かかる轄送路体系のもとでは，消　　’
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黄地側からみると道路開設による寄与は物資の安価な入手が可能にな

ることに尽きる．けれども，坐産地の側に立ρていえば，生産者の販

売利益を直接増大させること以外に，道路の開設によって当該地域の

生産物が消費市場へ安く供給できるので，市場での生産地間競争（代．

替財との競争を含む）において他の産地よりも優位に立ち，その結果

生産物の販路を拡大するこ．とが可能になる．

　以上のよう’な道路の生産力的意義の認識を前提において，その発達

のすがたを略述しよう．

　翰送のもっとも原始的な形態は，自然そのままの存在たる土地の傾

斜や河川の流れを利用することであった．林業生産の場では，木材搬

串のためにこの原始的な輸送の手法が近年まで採用されてきた．そこ

では，自然の山河に適応しながら，その中に搬出路線を発見する工夫

こそ，奥山の地利条件の悪さを克服する唯一の方途だったのである．

しかも，いったんこのような形で幹線輪送路が定着すると，それを前

提として木材生産地・加工集散地が形成され，商人などが集中して，

流送体系中心の集荷流通構造が形成されることになる．

　ところが，車両による輸送技術の発達に伴い，どうしても道路とい

う生産基盤投資が必要になる．こうして物資輸送のための道路建設が

開始され，一般化してゆく．もっとも，とくに林道の場合，山間の起

伏の多い地形の中で開設を進めるためには，土木技術面からみても最

初は自然の地形にできるだけ順応してゆくのが容易であろう．また，

河川が幹線輸送路だったときにすでに一つの流通体系ができあがって

いるから，それに抵触するような線型ρ填鋒を設けることには，とう

ぜん抵抗も生ずるだろう．Lたがrらて，遡路迎設の初期にはやは切
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既成の輸送路体系をほぼそのまま踏襲した線型の設定されることが勢

い．したがって，林道もがいして川沿いに開設されることになる．

　けれども近年，プルドーザなど道路建設機械の開発によって，山腹

や尾根筋への道路開設は著しく容易になってきた．このことはまさ

に，従来輸送を規制してきた地形という自然条件が克服されることを

意味する．もちろん，完全にとはいえないが，もはや道路は，地形に

ひたすら順応して路線を設定すべき喝のでなく，必要に応じて地域空

間内のどの点とどの点の間でも自由に路線をひいて結びつける可能性

がでてきた，と考えてよかろう，この事態こそ，上述の地点間道路問

題から地域内道路問題への転換の，生産力的基舳二ほかならない．

　経済性の観点を加味した設問としていうならば，地点間道路問題で

は線型そのものは所与なのだから，そこを通過する物資の輸送見込量

に応じて，どの程度の構造（路体の組成や路幅）の道路を建設すべき

か，ということに焦点が絞られる．すなわち貨物量が多ければそれだ

け，道路構造の改良という形で設備資本が増投される，これに対して

地域内道路問題の局面では，隷型そのものが自由に設定できるわけだ

から，地域内へいかなる密度で道路網を設けるか，という問題がさら

に加わってくる，いうまでもなく，一地域内での物資や労働力の交錯

流動の総量が多くなるほど，濃密な道路密度が必要になる．．

　これまでおおなね道路一般の性格を念頭において述ぺたわけだカ㌔

以下焦点を林道に絞り，従来の林道鹸と関連づけながら考寮を進めた

い．なお，林道の定義として，ここではひとまず「林業の経済条件な

いし生産条件の改善につらなるごとき輸送施設」と規定レて．おこ．う
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(その意味で流速拓や架道も林道の一項である.ただ,これらは物資

の交錯流動でなく-方過行の役割りを究たすにすぎないし,さらに路

維TJ弓の限定された地点しか究遠点･到滴点になりえない.したがって,

次連の到達林道としての機能はある程度もちえても.施某林道 ･地域

Hll]発林道としての役割りを果たすことは困雑だろう).もちろん.厳密

に林業生産のためだけに使われる道路はますないから,現'jfには,柿

迫とは林讃生産に利用される程度が化粧的大きい道路[=',と理解する

ほかあるまい.林業,1]f用道路的性格は,がいして道路線型の末端部分

すなわちLIJ村の衆林地域内では浪呼であるが,推市へ近づくにつれて

-･般公共道路としての性格が強まる傾向がみられる.しか しここで

は.さしあたり林業専用道路としての特徴について考慮する.

さて林道は,その様能の面からみて次のように分類される.

m 到達林道

林産物,とくに大量貨物たる木材や薪炭を生産地から消辞地まで輸

送することを主たる権能とする.すなわち,生産他と消津地とを棒ぷ

一本の線と〔て据えられる･到達林道開設の苦熱 土･消蹄地との関係

において生産地の仕筒を人工的に改良することにあるといえよう (す

なわち位債の差に基づく差額地代序列において,劣等地の生産価格を

低下させ,実現される善領地代の総量を輯漉させる持嘩&.果たす)I
州 施薬林道･作業林道

両者を包持して広義の施業林道といってもよい.これらは.林菜考

が,一方では高度の宮林技術を採用するのに必要な資材や労働力を森

林地域内へ分散配配し.他方では地域内から.林産物を採取し移動集積

すること,を容易ならしめるもので,生産基盤の牧割りを果たす.す
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なわち，所与の唐林地域全体の白然的幣度を人工的に改良する意昧を

もつ．それは一紙のヒ地改良投資だといってよい．

　まず，林産物の採取集積についてみよう．経済性の観点をとり入れ

て述ぺると，地域内に林木將積賦存里が大きくかつその使川価値が高r

ければそれだけ，自然力をより徹底的に利用するために多量の林道投

資を行なうことが可能になる．その投資は，幹線林道の輸送力充実と

林道密度の増進という2つの方向を併せて指向するであろう．

　次に生産要講の分散配雌についてみる．もっとも，伐出生産に必要

な資材や労働力を伐採対象たる林木の所在まで送達するには，林産物

輸送用の林道をそのまま利用すれば十分だからいちおう考寮の外にお

く．そこで，育林生産向けの資材・労働力の輸送のための林道について

考えてみよう，二の種の林道がいわゆる作業林道である．ところで，

育林生産に貢献する自然力は，具体的には農業の場台と同様に土地の

肥沃度として現われるが，一般に林地が肥沃であればあるだけ，それ

を利用吸収するためにより多くの資材や労働力がつぎこまれるはずで

ある．したがって，それらを林内の必要な個所へ機動的に送達するた

めに，林道投資が要求されざるをえないのである．このように作業林

道の開設は，一森林地域を対象とする生産基盤の整備という機能をも

つもので，この点は施業林道と軌を一つにする，ただ，作業林道を通

行する車両などは，木材輸送用の車両に比べてずっと小型のもので足

り，したがって道路構造もはるかに簡単なもので十分である．その意

味からここでば，広義の施業林道のうち木材輸送に充てられるものだ

けを単に施業林道と呼び，便宜上施業林道の問題に考祭の焦点を絞る

ことにする（なお，硯実には施菜林道も作業林道の搬能を兼ねている
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から,f下男林道鰍 主,な･るペ(矧 IXの施Xtrll:追討を骨格にしなから欄
設してゆくのが某際的である).

なお,轡 林道は･ふつう朗々の膿 古E:lって統鵬 れる-･経k

とが多い.この純の帥711'計加では､当然ながら,おおむね牒布の木材非

碍流通加工の体系が前t,trlになっている.これに対して,牒戊のif皇荷苑

過体系を慮えるような広い地域を対象にして,地域内の締盟および木

rfl関連虎男全体を含めての生産力の再開発 (ないし地域付近構造の再

組成)む試みる立場から)LB'純網の装備を計画することも考えられる.

地域開発林道はかかる視点に立って設定されるもので,同 (政策)那

開発主体になるのがふつうである.

さてこれまで,僻宜土橋送路-道路-林道とおき換えて論じてきた

が,現実には道路に道路以外の埼送方式を組み介わせて採用される場

合が多いことに督目したうえで,林業者が碓農林道網の密度および線

型をどのように選択するか考えてみよう.

この場合も基本的には,林道襟度に関係するもっとも重 要 な因子

は.地域内にある伐採可能な森林古郡駅存畳だといえる.これが大き

いと,その効率的な伐出のために林道網も濃密になるだろう.

この点を明らかにするため,ある森林地域からの出材方法として,

モデル的に①集材堵-無禄運静の方式と⑳林道-トラック運報の方式

との2つが技術的に採用可能だと想定しよう.両者の発用梼成を此故

すると.前者では固定設備-の資本の投下はそれほど多くを要しない

から,出材コA.トのうち固定坪部分は此革的少なく,比例評部卵 ;秦
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い．したがって，出材皿が少ない場合ないし出材期間の短い場合に効

率が高い．一方後者の方式は，コストのうち岡定費部分の比重が相対

的に高いので，大量の出材ないし長期川の継続的な出材にさいして能

皐を発押する．なお，現突の出材過程の作業仕組にあっては，この2

つの方式はむしろ前半部分と後半部分とを分担するという形で併用さ

れている場合が多い．この意味で，両方式の関係はかなり補完性が強

いともいえる．ただし，出材過程の中間のあたりにはやはり，両方式

が相互代替的とみられるような分野も存在する．ここではさしあた

り，この代替関係のみられる局而に着目するわけである，

　さて，林業者が経済台理的に選択するかぎり，所与の森林地域内に

林木蓄積賦存量が少なければ，伐出のための資本装備量もとうぜん相

対的に小さいが，そのうちでも固定性の高い林道投資は少なく，いず

れかといえぱ可動的な集材機＝架線運搬により多く依存して伐出が行

なわれるだろう．逆に林木蓄積が多いときには，伐出資本装備量ボ大

きくなるだけでなく，とくに林道胃トラック運搬への依存度が高く，

醐密な林道が敷設されるようになる．

　なお，典型的な採取林業では，茜積賦存量が豊度の指標となるのに

対し，育成林業の場合は林地そのものの地力が豊度をあらわすわけだ

が，その場台も事魑の本質は変わらない．地味豊沃な林地は府悪な林

地に比べて，単位面積当たり育林投資量が同じでも年平均収穫量は高

く，したがってその出材のために密度の高い林道投資のなされる可能

性が多い，そのうえ畳沃地では，瘡悪地よりも集約な保育管理が行な

われ，生産要素の投入量も多いから，資材。労働力を林内へ送達する

役割りをも考慮に入れると，輸送路として林道を重視する傾向は，い
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’・そう漁署であろう。

　以ヒ．施業林道を対激に，採用の可能な2？の出材方式の尚の溺択

を例にとって，豊度が林道密度を規定するメカニズムを述べた．地駐

閑発林道を考察の対象とする場合には，上の樂材機＝架線運搬の代わ

りにたとえば三輪トラックなどの小輪送を置きかえて考えればよい．

たとえ道路総延長を地域の面積で除した道路密度の値が同じでも，豊

度の高い地域では路体構造のよい大型トラノケ描送路の比重が高く，

豊度の低い地域では逆に小規模輸送路の比重が高くなるはずである．

　次に，集材機＝架線運搬と林道＝トラック運搬とが前後につながう

て補完的に巖能する側面について述べておこう，二の2つの方式は輸

送技術としての性格をかなり異にするだけに，両者を接続する場面で

は，ある技術的な組み合わせ方の型（輸送仕組）がつくり出されるこ

ととなる．現実には，集材機＝架線運搬の技術体系が，林道網の網の

目の大きさをある程度規定する．たとえば，架線のスパンには工学的

にみて適当な長さがあり，それが集材距離の単位となるし，主索から

の横取り幅もほぼ技術的に所与である．これらの因子が林道の間隔の

単位となるであろう．要するに林道網は，網の目（大きさと形状）の

基礎単位を架線集材技術によって規定される．したがって，豊度の高

低（すなわち林木蓄積の多寡）と林道密度の大小との対応関係は必ず

しも連続的に変化するのでなく，林道網の目の粗から密への推移は，

奥材椴に固有の集材距離などを単位としてむしろ断続的な変化を皇す

るのがふつうである．この点に関して近年，林業工学的見地からしば

しば林道の最適密度に関する具体的な提案がなされているが，その多

｛確「定ρ集材技術を前提におき，舌れに対応してもっとも濃密に林
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道網を設置した状態における密度を最適値として提示しているようで

ある㈲，なお，地域開発林道体系内における小描送路と幹線輪送路

とは，やはり補完的に位置づけられはするけれども，上のような輸送

技術の特質に基づく輸送仕組の型が現出することはない．

　最後に，林道網のあり方が林業技術の面から規制を受けるもう一つ

の垂要なケースとして，森林施業技術との関係を検討しておかねばな

るまい．さて，森林施業樂約化＝年平均収覆量増大の方向には，前述

のように林木個体生畏促進の技術開発と，林木の祀間種内競争の調

節冨林分生畏促進の技術開発とがみられる．ところで，育林技術の集

約化が前者の方向にとどまって皆伐作業の方式が踏襲されているかぎ

り，施業集約化は単に年平均収穫量を増加させるという形で林道密度

に影響するだけである．しかし，間伐の比重が高まったり択伐作業の

方式が導入されたりすると，皆伐の場合になかったような新たな集材

方法との結びつきがうまれてくる．いうまでもなく，間伐や択伐によ

る出材には．比較的小型で移動性能の高い災材機が適する．そして，か

かる集材樋を駆使する前提として，密度の高い林道基盤の整備が必要

とされる．この林道密度は．単に増大した収穫量を搬出するために貢

献するにとどまらず，いっそう深く施業体系，すなわち伐採木選定方

式からの技術的な要甜に基づいて設定されるものなのである．年平均

収穫量が同一ならば，間伐・択伐方式の要求する林道密度は皆伐方式

の要訪する密度よりもはるかに高くなるだろう．ただ，第3章の終わ

りにも述ぺたよう‘；，択伐作榮を採用する場合の施業仕組が，現在で

　注）　たとえば南方鹿「素材生産地域における適正林道密度ならびに限界林

　　道密度につ㌧・て」（東木演習林報告61号）
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はまだ十分に確立していないので，したがってそれに対応する林道密

度の提案もなお試輪ないし実験の色彩を払拭しえていないのが実状の

ように思われる、
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6．林業の労働力組織

（A）　林業の作業組織

　改めていうまでもなく，資本主義経済社会における生産力の驚くべ

き発展は，分業の広汎な成立を基磯とする．ところで分業には，社会

的分業と個別経営内分業との2つの範瞬がある．前者は生産主体（資

本主義社会においては資本家）が生産能率を高めるために個別商品の

生産に特化し，社会全体としての分業体系をつくり出す状態のことで

あるが，かかる分業体系は意図的に創り出されるのでなく，生産主体

が自由に自己の目的に従って行動する結果として現出するものであ

る．これに対して後者は，個別経営内で，生産主体の統制と権威のも

とで計画的に設定されるものである．こうして経営内では、分業はつ

ねに協業と相伴って現われ，労働過程の内実を構成する，このように

生産車体の統制のもとに編成される分業と協業の体系のことを，われ

われは作業組繊とよぷわけである．生産力の発展は，労働過程の側か

らみると，第一にはその単位の外延的な拡大すなわち協業規模，第二

にはその内実をなす作業組帯のあり方，に照応するといってもよかろ

う．

　はじめに，資本主義生産様式の進んだ工業の場合について作業組織

の発達の方向を概観しよう．まず，作業組織の基軸をなすのは作業機

の編成のあり方だが，これはまた作菜機の種類と関連するところが大
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きい．作業機は，半自動作業機から自動作業機へと進歩する．前者は

作塾者の労働力により反復的に運転されることによってはじめて機能

するが，後者は自動的に反復連続運動を展開するもので，そこでの作・

業者の役割りは，監視と，必要に応じての自動装置の修正とにとどま

る．作業機の半自動から自動への推転は，人間の筋肉労働の機械によ

る置換の過穆で，これは一般に作業の不用化を意味するが，逆に少量1

ながらより質の高い労働力，すなわち技術者が要求されることにもな・

る。なお，この過程とほぼ照応して，作業機の性質は汎用的なものか・

ら次第に専用的なものへと移行する．一方，作業現場での機械の配列

状況については，機種別の配列から工程順の配列へと移行してゆく．

いわゆる，流れ作業の組繊は、工程順の機械配列を通過する労働対象1

の流れに，さらに時間的強制の性格を導入したものにほかならない．

工業における大量生産体制は，作業機の工程順配列が定着することに

ょって基礎が与えられた．といってよい，

　ところで，このように労働過程が専用的性格の自動作業機の工程順：

配列という形で編成されるためには，作業が標準化・単純化されるこ　・

とが前提となる．換言すれば、作業とは元来人間の計画意思と肉体的1

エネルギーとの合成物なのであるが，それが人格的に分化し，前者が

作業機の配置とその調整を掌る技術者に具現する一方，後者の側面は

均質的な肉伸労働に質的転換を遂げ，しかもそれは次第に機械によっ　・

て置換されてゆく，モして，この置換が進むにつれて，これまで作業1

者がめいめいに具えていた計画意思自体が，逆に機械による統御をう

けるようになるわけである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　工業の労働過程にみられる二のような性質に対して，林業の労働過
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程の特質は．犀述のように人問が自然に直接的に対峙すやことであ

る．育林の労働過程はもちろん．伐出の労働過程も肯たこのような性

格を免れない、したがうて．作業現場の自然の多様なすがたに適合す

るように）作業組織も個々の現場の∫掛κにふさわしく編成されねばな

らない，またrそこでは作業の標剃ヒは著しく制約され，桜械の導入

は進まない．ゆえに，工業の場合のように．機械中心の作業組繊が人

間の計両意思を統制するとい4た色彩はあまりなく，逆に末端におい

ても作業者の計画意思に従って最も適当な道具機械が選択される．人

間と労働手段との間の支配。被支配の関係は．工業の場合とはまさに

逆だといってよい．いうならば，林業への機械の導入は，生産力を増

大させるものであることはもちろんだが．生産関係の根本的変革につ

ながるような質的な意味はgまだもつに至っていない．

　こうして林業の作業組織には，次のような特徴がみられることにな

る．

　（ア1林業の作業労働にあっては．工業のそれのように，分業のゆき

つくした結果として均質的肉体労働へ分解するといった事態は生じ難

い．林業労働者の中には伐木・木馬曳き・機械集材等の専門分化がし

ばしばみられるが，これはそれぞれの労働過程において，作業者の経

験と熟練に基礎をおく計画意思のあり方が生産能率に大きな影響を及

ぼすことの反映である．すなわち，林業労働における分業は，いわば

特殊技能に基づく分業なのであり，この意味で林業労働者はがいして

職人的性格が濃厚である．

　ω　工業生産の場合，末端の作業労働は，上述のように堤械によっ
　　　　　　　　・　　　　　　　　　玉
て即自的に統御される．したがって．生産主体たる経営者，ないしその
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機能を代行するラインの組織，による末端の現場作業員に対する管理

は，機械の配置と運行を管理することによって間接的ではあるが確実

に達成しうる．したがって雇傭形態としては1直接雇傭・時閏管理が

一般である．これに対して，林業の場合は機械の管理を通じて現場作

業員を管理裳握することはできないし，　　　　　　　　　　　　　　　　　　また作業場所が分散している

た凝繊躍論鮪す。。、梱駅あ、．したが。て詐

業管理は労働者自身の自己管理に倹たざるをえない．請負制・出来高

賃銀制などは，外部からの強制によって労働者の自己管理を遂行させ

る手段にほかならない．しかし，この種の自己管理の強制は，労働者

の肉体エネルギーの過度の収奪を招き，労働力再生産の基盤を奪うこ

とになりかねないし，林業労働の場合にもその弊害はしばしば指摘さ

れてきた．今後、労働力再生産を確保するとともに，森林利用の集約

化を進め生産物の品質管理を十全にするためには，労働者が自律性に

基づいて自らの作業労働を統御することがぜひ必要であろう．

　㈲　林業の労働過程には特殊技能に基づく分業が現われやすいが，

一方分化した個々の作業は共同労働の形で遂行されることが少なくな

い．共同労働が必要な理由は，基本的には木材が大量貨物で単独の労

働者の肉体エネルギーでは敢り扱い難いことによる．かかる共同労働

の組織が，一般に「組」とよばれるものである．「組」はふつうすぐれ

た技能をもつ熟練労働者を中心にして形成され，彼の指揮に従うこと

にようて，作業現場の自然条件にもっともふさわしい作業組織，換甘

すれば所与の条件下で自然力を最高度に利用しうるような作業組織が

実現するわけである．なお，この「組」は，経営の管理体制内に丸抱え

で直接掌握される例は少なく．がいして自生的な独立の作業集団とし
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て存在する．したがって，「組」の指榔者についていえば、経喜内の

職長のそれと異なり，一般の作業員を掌握する威信の基礎は，経営主

毒】鳳煮とする管理体制に連なる権威なのではなく，（職人的）労働者

としての技能の高さなのだといえる．

　なお，「組」の性格について，もう少し立ち入って述べておきた

い．

　上述のごとく，「組」は，林業の作業組繊に照応する集団，という

基本的性格をもっている．しかし，それは労働者が特定の経営（素材

生産業者・山林所有者）に屈われることが前提となって二次的に形成

されるものではなく，自生的に存在し，経営はそれぞれの「組」が具

有する技能を秤量したうえで，必要に応じて屈い入れる，という形を

とる，ところで，そのさい「自生的」に「組」が形成される根捉をみ

ると，現激的には地縁関係などに規制されるところが大きいようにみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノえるが，その内実においては築落単位の共同体的規制はあまり作用し

ていないように思われる．現在の「組」は，気の合った仲間同志とい

った，性格的にはフラットな集団とみてよかろう．

　もっとも，かかる自生的な「組」が広汎に現われて経営と直接に対

時するようになったのは，がいして戦後のことである．戦前には，作

業組識としての「組」は自生的でなく，とくに伐出労働力の場合には

前期的商人（労務仲介業）の性格をもった組頭（庄屋）などによって

調達され編成されるのが一般的であった．すなわち，組頭制度であ

る，さらに組頭は，専門化した作業に関する高度の熟練と技能とを具

え，「組」の労働者に対しては就労機会幹旋者としての思顧己先輩

の技能者としての威信との両面から翫しばしばその生殺与奪の権をほ
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しいままにした,その正 味で組頭を頂点とする ｢組｣は,がいして常

勤者のJJx布鞄棟という外観を軍_したのである..

ところで.機抑ここのような租97f制度を形成させた基本的要因は,

一つには伐山男者の性格ががいして商人資本的で,本来自らが相当す

べきJ=E確守確の過振を他に委ねやすい指向をもっていたことであり,

他方では,辛労胸の段階にあっては組頭の熟練と技能とが一般の労働

者にとくにぬきんでる部情にあったことである.しかし職後.木材市

場は次第にr-g民経済的親位で均硬化する傾向を示し,伐比資本の商人
的性格も相対的にはやや捕縛になった.また,不十分ながら労働過程

の桟械化の進展によって,手労働の体系を前提にした熱株や技能があ

まり意味をもたなくなってきた.その結果 ｢組｣は.組頭制度の拘束

を次第に脱却し,自生的作業集団へと変貌を遂げるに至17たのであ

る.

(B〕 林男の管PF_組織

生産に関与する労働は,分業と協業の原理に基づいて.上述のよう

に種々の作業租桟を練成している.ところで,現実の資本主轟経済社

会の下では, ｢経営｣が生産の単位をなし,生産退転は価雌実現過塩

を馳伴しながら,蛭官主の計底意息に基づいて管理され,労働はすべ

てその下に組み込まれている.さてこの管理という視点か ら見 る と

き,労働は一般に管理労働と作業労働とに区分することができる.も

っとも,英傑に捷宮内に包摂される各粗労働のうち,労働過程の技術

的性質を基準として両者を分けることは困難である.それは,管理の

側にあるか被管理の側にあるかという経営内での関係性匠からみた区
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分にほかならない．また．使用価f直創出を目ざして結集された諸労働

の結合を作業組繊と称するのに対して，管理体系に編成されているす

がたから見たそれを，われわれは管理組織とよぶわけである．

　さて，管理組織もまた，一種の分業と協業の体制下にある．管理の

面からみた経営内機能分化すなわち分業の体系は，一般に次のごとく

であろう．

　　①労働過程すなわち使用価値創出過程に対する管理，

　　②　経営の外部市場との対応，すなわち原材料や労働力の調達お

　よび生産物販売の過程に対する管理，

　　③技術体系，したがって，また作業組織そのものの変革の可能

　性の迫求，

　①・②の分野の担当者たちはライン組鐡を構成する．これに対しで

③の役割を担うのがスタッフである，スクッ7は，経営主が経営の基

本的事項について決断を下すのに参考となるような諸資料を，彼の諮

問に応じて提供できる準備を必要とするが，ラインの管理系列からは

一一?�cしており，めいめい自律的に活動する，

　次に，ライン組織ヒ属する労働者（職員）は，ふつう縦断的に層化

している．経営主の決意はこの縦断的組織の中で消化反砺されて，作

業現場へおろされる．そのさい，とくに①の分野では，労働過程の統

轄編成という技術と．作業員に対する管理，との両面の機能が技術者と

いう人格の中に矛盾を孕みながら統合されている．そして，ラインの

技術者は，経営主の決定した指針に基づいて作業組織を組み立てかつ

運営する役割を担うのである．なお，ライン技術者がどの程度層化さ

れているかは経営によってさまざまだが，職能としては上級技術者と
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現場技術者とに分けることができよう．前者は，経営全体または部門

ごとの工程を総体的に把握して，その配置を決定する役割を担うので

ある．これに対して後者は，個々の工程ごとに配属され，職場におけ

る作業仕組（すなわち作業機と作業員との配置）を定立して，作業労

働をルーティンとして遂行できる態勢を指示する役目をもつ．

　以上，経営管理面から見た一般的な人的概樺を概説した．次に林業

の場合についてみよう．

　㈲　まず林業経営では，スタンプの確立している例がきわめて少な

く，その機能は経営主が包括している．・もちろん，’スタッ7を分化独

立させうるか否かは，経営規模にもよるところが大きいが，林業の技

術的特質もかなり彫響しているように思われる．技術開発による競争

の激しい工業の場合は，経営は自らの存立のためにも，常に作業組繊

の変革改良の可能性を検討していなければならない．しかし，林業で

は，そのような切実さはない．林業の労働過程は自然力による規定性

の極めて大きいことが顕著な特色なのである．そこには技術体系を根

本的に革めるような飛躍の可能性は比較的少ない（なお工業では，作

業組隷の変革が決意された場合，それを敏速に実行しうるには管理の

集椛化体制が必要である．けれども林業ではその必要性が乏しく，こ

のことが，末端における作業請負制の広汎な存在を持綾させているの

だ，といえよう）．

　（イ1林業におけるラインの技術者の役割りをみよう．彼らは膚然条

件を十分に検討した上で，作業の計画を樹てて末端へおろす．そのさ

い経営主は，施業指針の大綱（作業租選択の方針など）を与え，上級

技術者がそれ｝ご基づいて施業案を編成する．そして，施業案を現場で
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実行する（たとえば伐採木を選定する）のが現場技術者の役割りであ

る．ところで1かかるラインの縦断的組繊化もまた，林業では不明確

な場合が少なくない．上級技術者の存在は，経営主の意思を具伸的か

つ客観的な計画の形に外化定着させることによって技術の独立性を確

保する意味をもつが，それを欠く場合には，経営主の恣意が直接現場

作業を支配することになりやすい．林業で施業技術が定量的に確立L

ていないことが，経堂主の恣意を許しやすい状況をつくり出している，

といえよう（多くの山林所有者が経営者的というよりもむしろ財産保

有者的な行動に堕していることも，この点と関連する）．

　さらに，上級技術者の職能を欠くときには，現場技術者を管理の側

から統轄する原理もまた稀薄になる．こうして林業の労働過程の末端

部分は，ライン組織による統制を脱し，労働過程それ自体の論理に基

づき，技能労働者を中核として形成された自生的な作業組繊，の自

己統制の下に遂行せられることが多い．そこでは経営主による管理は

技術を媒介にするのでなく，ある工程を一括請負いさせるというふう

に，いわば外枠だけをとりきめる形でなされるのである．

　労働過程に直接かかわる作業組識のイニシアティヴを掌握する者に

こそ，われわれは生産の担い手という名を与えることができよう．し

かし，林業にあっては，その実体はなお技能労働者を核とする労働者

集団の中に沈潜しており，経営の中へ上昇吸収されるに至っていな

い，といってよかろう，
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　r二毎’かわ5肢描δ㍉白然i匡島1聾順ヨヨ迄窃としての森林施窯であ5。

ゆ章て、ち耕糠・うちとく1；辮事鏑技徹し隔轟林｛践

　法をとウあザ、ノ｛気採一更新O関係の誌識Oし掛tを蒜取段暗と森

　君生濠力階湊域捲とo乏っ｝：剃し寸づえで，それり谷種森林作童と

　の冠起閑係ε整理した。

第午章二　弔ト経原則

　1E熟の森林峰壇サにおいて基参角刀指導原理と目さ航1さた「偶慌

　原則」1：つ、・て閑説㌧L。さら、こ，遊年、ト3ず函の学界にぢ・・て「一保

　続瓜則J毛めぐウ展扇された論串のさいの諸急め見解を斌討し，生

　潅力続髪ヒ需誇視集とりちゴ忌巳い乏場旨摘↑5と℃、：』「て論真の整序

　試妹。　　　　　　　　¶

臨5章淋業吻箕本莱備

　杯貴生産力の発現1城，①轟赫症れじたいの凪覗，②森林r竃謡ザ点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳



　　83　7・雫晶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．

　〒ナ，ら轟tう枳入雫家り縞或．③投入」嚇徒森林内、もたらすたちのfイ

　遅輪避専段Φ講成，ヒい；3つφ尋因6ずム小’うっていう。本章で㌔士・

　②，⑦の尊国に1絹して淋1業生1涯力の構成を言命じ’セ。　セくに輸・選手段

　f・磁略砧産醐位置デけとモ・捲展加酵無樋r亀τ、林
　比論り犀閣を拭タ蔭。朴道り問題を鉢童杖獅論り纏俸的了∫体系り中

で胴し位置・’｝痛論禍・崔宗學タ虹捗唾取紋》一卿

試論ヒほり轍を環言周してち・きたい。

第6章　林穿の労f動オ湖L刷

　生潅方の主体的専素7・5労働力の存在形越・韻織瑛きを，簾力壊

　存杜邸卦・林蒙り生産力的特賃との関蓮．にみいて論し㌧淋業り労働

　逼醒にに蒋孫誼首己に器ずぐ合蒙。・「硯心れそすい一方，分化した個ぐ

　の作業がP貿］に工5ラさ周労種方の形で遊行さホうことの多v・ゆ二ん

　セ」藍ぺ噛た。

以・ヒが各すゴとり内容であ5．

　つぎ1：とり論稿の今廷の辰開凸醤想に7いて約書して拾とう．主崖・

功論1t，蛎ぜ炉麟穏潮い鮭1乏刷嘆体崇揃提之し誼論
。ぐ訂責ε1：禍ウけだ’づ“ノ使瑠価値1ユ本未個別魯プ橡準｛』し…きれf∫い書F

・分を凶｛ヨLτいう。さもに，貢本制経済体制04とでは生走オの発屡は

斎畠生麦i覇尋犠ヒして姻」らコ肛う≧ヒ水多・・ぷ’，…見存す紹ト種り使霜

価値欄1・勘質，齪化蝿勘・…て頗舶知差臭・曲蝋う．

翠嚇嚢蜷備は戸・・’5梱・伽価郎標韓・商占価り
開fゑ1：み鴇て分断ぎ」察す号ととを躍卜復り言価とし’τい5。とら論椙壇
ヘ

モの赴あρ》基・礎薗あヒい5無嚇毛｛有す5．

赫葉生茸力£閣す5篶考り黒芳を≧の詮鳩の試滞ヨで難或壮うに



　ol　　争　　　乱　一昂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　邑計，

当†・っ1，森田崇勘潭娼受をけc品ノ京大雇攣部林学散婁砿も聖・に癌林

畿済学灘宝hむけき竃輩1剛鯉トi立だ・ム，さ…さ慧鰭多で激えを受嚇

Zとろがす之・3’5多ゴ・，た，まセとの論稿を崖位中詣論文とLてとり

3とあ番にさいしτ♪岡崎文彬散授ジ・‘rまE細馳：鵬で：ウ鋭い批串1と懇

篶U指導ヒ匂錫触，た。掘葦に当丘り，記して衷心工り謝毒を表寸う

；欠奮て“みう。
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